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本 邦 に 於 ける 深成岩 中 最 と も 主要 な る も の は EMA LT, その 分 
布 は 本 州 , PO, 九州 及び 北海 道 を 通じ て それ 等 HIRD 約 八 分 の 一 を 
Pi, 特に Papa A ASA に 於 いて は , Mil > CBS LS BES RAT 34 O 


な り 。 

欠 商 岩 類 中 確 物 成分 上 最 る 一般 に 見 る も の は ABRHERM HI LT, その 
TAD asacadens coe ee 
15 be Sy & LC BIL TER Et 2 FRSCB dO 6 CUSED FS 05 Eig Dik 
iy DR Et, SLE SEC HERS © 2 (CHT UI EIA GE 2 LS BIS UT, 


> VAS #4 9 
See by ABT I BEAK, Jr bien aK, wick 2 OD 他 の 特種 構造 を 早 し 居る 事 も 


少な か ら さ る な り め 。 
ASFSEAE itd 3 FAL OOME IOS BB UTIL, 未だ BO RSLS SEO 多けれ ど 
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も 従来 行 は れ た る 講 方 面 の WET ITSE a ld, 全日 本 を 通じ EC 
AED Sf ARO RBH OMI LE BILSs COMBA Lo METIS 
OPFHELO 4 O, 古生代 末期 の も の , IAM AURO 4 O, 又は 更に 若き 
中 新 世 以後 等 の も の と し て 知ら れ 居 る も の 少量 あり 。 

本 邦 に 於 ける 花 箇 岩 須 の 特性 を 知る た め に は , それ 等 各々 の 成分 確 物 の 

性質 を 吟味 し , 化 府 成 分 を 研究 し . 更に それ 等 の 闘 係 を 地質 界 的 に 縮 所 す る 
の 必要 あめ 。 然 れ ど も 各地 方 より の 材料 の 北 集 未だ 全 か ら さ ざる た め , 今 は 
MO RTS APOE CHOU, それ 等 の 化 胃 性 に 就き て 論ずる 事 と せめ 。 

HAREMBO(LBRF 

HER IO (CSS BY LC IRMA AR SHIRE ILE 6 bs BP AIO 
に 新 に 行 は れ た る も の を 集め , TONE OWE A t UOT 取扱 ひ 得 べき 
も の 94 箇 を 選ぶ 事 を 得 た り 。 こ れ 等 は いづ れる も Si02>652%0) 4 O7E V6 
SiOz の 百分比 に 於 いて は , 同様 の 開 係 に 在 る も る, HEARTE BE Cgranite 
porphyry) 叉 は 生花 賠 央 (granite aplite) と 命名 せら れ 居 る も の は 弧 べ て 
これ 等 を 除外 する 事 と せり め 。 

今 こ れ 等 94 MOTE ACRES T, COMMANDO NB RU FO AML, 

北海 道 C の , 阿武 隈 地方 (お わ , A C5), 筑波 山地 方 (13), ee 

1) BW), 瀬 局 地方 (の, ICEL), 舞鶴 地方 C3), 玉 甲 山地 方 C2), 

岡 由香 川 地 方 (20), 北 木島 C7), 廣島 愛媛 地方 (10), 山口 地方 で 10), 大 隅 地 

方 ⑬), HEA (2), 際 踊 島 1). 

DED SW 以外 北上 山地 , HEE BASH, LB A UE A 


1 T. Kato, Proceedings of the Second Pan-Pacific Science Congress, Vol. I. 
1928, p. 810. 

2) SUE TA ME AE, WEL SIT SRS ELLE RRM PP Me pie LES ag ACF EE 
4G pe H.S. Washington, Prof. Hats 99. U.S, G. S, その 他 各 種 の 文献 
KUM, 
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し き 花 賠 岩 類 の 分 布 あ る を 見 る も , 該 地 方 の も の に 就き て は , AT ees 


の 知ら れ し も の を 見 出さ き ヾ めし 急 め , MAHAN LIBS O LAR SRUR t Fo 
第 _ ia 


20 


» Numebr 
— 
Oo 


ae = 
0 ee the oe ae 


G5 5660 6/8 68069070) Ml TET ET SR ED 
—» SiOg (wt.%) 
AIRE TERE 94 fo SiOa Ics oR 

bit 94 DSP RP RS SE DOEEPBILBES TLS IE SIO 』=72~75 巡 附近 
OD 4 ORS SMe HUD SOIC UT, SiOs (LHS CT OMA 72.25% な 
Do FSO, DBM AICI IT 5 BU MRR BES [lO MM Lo 

更に 94 個 の 分 析 の 各 成 分 に 就き て 午 均 を 求め た る に その 値 は 第 一 表 に 
示す 如く な の 。 比較 の た め RoE. Daly 氏 に 依り て 示 め され た る 主 に 欧米 
FEO EBL 236 (HO KA OPA Hal LD» HAS 4% (BST = グリ 値 
PU SSPE PO 6 

= 4) {i O st A iz 

b5ilé 94 HO SP BR 2e AL & At PY GIEL 22 RD te OBE, BAG AKO Bae Ss 
JRUTEOHERTOK Oo 

(1) SiO,, MgO, CaO, Na,0, K20 ILI TODA IH CER 3G 

1) R. E. Daly, Igneous Rocks and their Origin, 1914, p. 19. 


aH hm KS 


#AqG (4) 
— 表 
[ II 
SjO 72-25 69-92 
TiO, 03 0-39 
Al,Ox 14.04 14-78 
Fe 04 0:38 1-62 
FeO 2-32 1-67 
MnO 0-19 0-13 
MgO 0.67 0.97 
CaO 2:13 2-15 
Na10 3-43 3-28 
K,0 3.17 4-07 
P,05 0-22 0-24 
H,O) 0-64 
0-78 
HO 0-21 ; 
Total 100-00 100-00 
Niggli values 
si 373 332 
al 42.5 41.5 
fm 18 20 
c 1 itt 
alk 27-5 27-5 
k 0-38 0.45 
mg 0-30 0-34 
al-alk 15-00 14-00 
c/fm 0-67 0-55 
ti 137 | © 1.40 
p 0-47 0-49 


I, Granite (Japan. average 


of 94 analyses (J. Suzuki & T. 


Nemoto ) 

II. Granite (Europe, America, etc.) 
average of 236 analyses CR. E. 
Daly) 
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る を 以 て , 分 析 者 に より て SRG 
れ た る 値 よ り 走 ち に その 本 均 値 
の 7780 

(2) BAHAR PICT FeO, 
TiO, MnO,P,O5 等 の 諸 成 分 の 中 
全部 政 は その 一 部 未定 量 の も の あ 
る が 碑 に , これ 等 の 諸 成 分 に HRW 
て は 寅 際 に 決定 され 居る も の ・ ゝ み 
BS TS OPE % Kd TO 

(3) 酸化 鐵 に 就き て は 94 箇 の 全 
分 析 資 料 中 FeO を 定量 せ ず Fey 
Os ELT 全 酸 化 鐵 の る み を 決定 し 
た る も の 比較 的 多 敷 に 存在 する た 
め , Fe20s の 者 均 値 を 求む る ぁ に 次 
DN EO A 
の 分 析 資 料 の 酸化 嘩 を Fe2Os に 
て 表す た め に , FO を 定量 せる 人 各 
分 析 資 料 に 就き て FeO % Fe2035 
に 換算 し , 次 に か くじ て 得 た る 
ド FezOs の 億 を 夫々 分 析 表 中 に 奥 へ 
られ た る Fe2O3 の 値 に 加 べ た の め の 。 


か く の 如 くに し て 酸化 吐 の 全部 を Fe20 。 と し て 表し た る 後 , この Fe20』 の 
PINE Ze ROD, 次 に 上 記 の 如く に し て 計算 され た る FeO OAV Hx 
FeoO3 (CHRSEL, これ 等 雨 者 の 差 を 求め た 0 め 。 か くし て 得 ら れ た る 値 を 以 


て 『Fe20 の 生 均 値 と せめ 。 
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(4) Al,03 の 本 均 値 は 炊 の 如く し て 求め た め 。 94 HOS MH TiO。, 
MnO, P2O5 等 の 微量 成分 の 定量 せら れ た る も の 比較 的 少く » FIC TiO2, 
P205 (CHU CAS PAIS ith PIL AER OAKRE A OS 此 等 の 微量 成分 
の 定量 され た る も の と 定量 せ られ ざる も の と の 三種 の 分 析 存 する 場合 に 
IL, PATA KO THN 6B tut  AloOs の 値 を その 億 下 均 する 能 は ず 。 Hk 

に 著者 等 は Al20』 の 本 均 値 を 求む る 前 に , これ 等 微量 成分 の ネネ 部 或 は 一 部 
DAS IER OAR NK dB TLL BE UT Ih, 分 析 者 に 依り て BLN られ た る 
ALOs Of KO, 先 に 求め られ た る TiOy, MnO 及び PLOs OE Yai OF 
LILA AD O— PLE Ze PEO L, DY UT AL,O』 の 中 の 値 を 見 出し た り 。 
O° § OMS HAZ KOC RSMO Al20g に 近 き 値 より , その PER 
の が 08 

(5) HO OF fH BA Cit, BRIS 20) の 定量 され た る も の ・ ゝ る 
ょ より HOMO) PEE Kd, 旦 209 の 下 均 値 は 分 株 者 に より て HOW XL 
lai & OTH Bdiut Shik OZ Rod tev 5 

(6) ZrO2, SOs, CuS, FeS 等 の 定量 され た る も の 展 存 する も , そ の 敷 の 
BRD CHES STD Hilde. b ZBI Y 。 

7B FS TE bei BS OD HF 

AMO AENE EO TRO 6 trte SAFE AO PUM (第 一 表 , 1) ps 
R. E. Daly 氏 に ょ つて 示 め され た る も の (第 一 表 , IU) に 比較 し て 特に 注意 
EGSNSHIE, CD si の 大 な る 事 , (2) fm の 小 な る 事 , (3) k の 小 な る 事 
(4) mg の 小 な る 事 , (5) alk (tS S al の 割合 の 生々 大 な る 事 及 び (6) c 
の 生々 大 な る 事 等 な り 。 si の 増大 する に つれ て fm 及び mg の 小 と な る 事 
は 一 般 に 見 る 所 な る る 本邦 座 の も の に 於 いて は si の 大 な る に 比 し て の 
億 の 小 な る 事 及 び c の 値 の 大 な る 事 は 極め て 特 築 すべ き 事 な め 。 

CRE OM Re WAS SBD ATIMETERL EE 9 + fil ¢ cOP YG, 及び 
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CIA ROWE LINES be ag OE 
DAVIES BILAL BHP ASBO ACEH CHEFS © ZU BPE E 
全く 同様 の 開 係 を 示し 居る 事 は 大 に 注意 すべ き BOUT, AD KM O 
般 的 特性 を 示す べき 症 装 な る 傾向 を 示す 一 例 た る べし 。 
As FB の 地方 見 差異 

DP) KAAS RO SHAT OMA ZO TOME (但し 大 部 分 は 中 生 代 末 
期 の も ゃ の) の も の を 含 し た る も の ・ 下 均 値 を 其 と し て 論じ た る 庶 な る も , 更 
に 地方 稚 或 は 時 代 的 に 相 異 れる 花 剛 央 類 の 化 旭 成 分 上 の 比較 を 行 は ヾ 兵 等 


ae he tl 


46 FA 


AVEO ICA A af LS ERR SBRIESN LE 
第 = 表 
I I TIT, Ill V VI ; Vit VX 
6 4 5 13 4 18 7 6 7 
SiO 2 70:74) 70-16] 71-75) 71-93] 72-51] 72-95! 74.60] 72-67] 74-09 
TiO, (88 nee 0-30) 0-32)... 0-32) 0-25] 0-20! 0-41 
Al, Og 14-06) 15-66) 14-06! 14-51; 14-11] 13-81] 13-69] 14-76] 13-51 
Fe, Og 0-78, 3-71] 0-65} 0-26} 2-79} 0-64! 0.221 1.06] . 0-73 
FeO ONT (eee 3:30) 2 Siar 1-75} 1-40} 1-51] 2-41 
MnO 0:07 Oui: 0-15! 0-24) 0-25; 0-15} 0-28) 0-30 
MgO 0-96} 0-79] 1-48} 0-45} 0.37] 0-55! 0.47] 0-46] 0-43 
CaO 2:29 2.45) 1-77) 2-16] 2.02} 1-97) 92.07] 2.09! 2.02 
Na,O 3-45) 3-13] 3-54) 3-51) 3-20) 3-65] 3-45] 3.13] 2.98) 
K,O 3-64 3-66] 1-80) 3-58} 438) 322 2.98 3.20] 9.48 
P.O, (DI Ueeeons 0.29) .--.-- 0-33) 0-22) 0-05} 0-15 
H20) | 070 0-35] 130| 0-65; 038} 0-56) 0-50) 0:59| 0.49, 
Total 100-00, 100-00, 100-00 100-00, 100-00! 100-00 100-00; 100-00. 100-00 
I. Granite 北 海道 地方 VI. Granite 岡山 , 香川 地方 

Ty 阿武 陽 地 方 VIL » BRA AS WD 

TH » BSR VTL? fg beh BR We HF 

LGN ra 筑波 山地 方 IX. ” 1 GRICE iS bh 

Mow a? BS RHE 


1) S. Kozu, M. Watanabé, Proceedings of the Third Pan-Pacific Science 


Congress, Tokyo, 1926 p. 770, PIFIRAER, ABFA, 火山 第 148, oS 1 He. 
1932. p. 20. 
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今 同一 系 統 に 属す る も の と 信 ぜ ら る ・ 花 賠 岩 類 に し て , 比較 的 多 敷 の 化 
由 成 分 の 知ら れ た る 地方 の も の に 就き BOP KEE, FORO MM 
Uo 

LOR AICBO CRS, BUA OFE BM ATIO EHOW HEC HE 
A ODE eR Ze SUIS 2271S Lo 特に それ 等 の 酸性 度 に 就 い て 比較 する に 
PUA AT Io PRES 4D (VI-IX) は 殆ど 全部 酸性 度 高 く , KA SIO, 
=72.60~74.60 OAC FEO 9 ZILBF LE OMOWA OD & Oik Be AA HE 
D6 ODS GE RIT O & Ol 類似 する 値 を 示す の み に し て , 其他 の 
筑波 日立 , 阿 武 隈 及び 北海 道 地方 の ゎ も の は いづ れる も 六 し く 酸 性 度 低 く SIO, 
=70~72 % 附近 を 示す も の な り 。 

これ 等 事 招 上 の 差 典 が , 何 邊 に 原因 する か に 就き て は DUE 断 ず べから 
ざる も, 或 は それ 等 の 産 短 に 開 係 ある ぁ る も の に し し て, 即ち 筑波 , 日 立 , 阿武 隈 , 北 
海道 等 に 於 ける 如く , BHO ICBM NERS LOR O 産 す る も の は 
般 に 酸性 度 低 く , aul Bb DAA AEA & OD » MS 極め て AIS Bett 
の 中 央 に 近 き 部 分 より 産出 する も の が 比 軟 的 酸性 度 高き を 示す も の に は 非 
SO 

六 に 注意 すべ き 事 は , 瀬戸 内 海 地 方 に 於 ける も の ゝ 一 部 に , 化 邊 成 分 上 著 
CS ene ご 開 し 
CARAS RES Sb, CAUEO (Lye D peal = it (8 OC FRE 
avr BEE AM IES SFY) BA-Hset > 7 = & VOR 
TRL EDAD KIER ST NSO BER AIA, ILA AO 一 部 に 
wh) feb EO ESS 6 — ARO BEE MME LD BAC ILIES OD 
これ 等 岩 類 の 性 質 , FEAR OS SPA EIS BA CUE SES 此 後 の 精査 を 必要 と 


1) S407, ROTA) 1921. 


I Aegirite-augite quartz monzonite PBhe es ph 


Il. Biotite granite (SORA KARA ES 
則 山 見 邑久 郡 犬 島 


III. » ” 
IV. » ” 


Wi a SR Za IG A Be Ae 


4 100% BAK hm BK BS 線 60 
する る も の な のり 
今 参 博 の た め 新 に 分 析 せ られ た る 岩城 島 産 エ デ リ ン 兆 石 , 右 英 - モ ン ゲ アニ 
三 表 
= I ‘ II Ill IV 

SiO» 68-44 74-23 74-16 72-20 | 
TiO2 (CRUSE RN A oC CCR | 
Als03 17-68 13-73 12-86 13 29 | 
FeO 1-00 — — — | 
MnO 0-07 0-21 0-03 0-05 | 
MgO 0-40 0-29 0-16 0-3 
CaO 0-97 0-71 0-80 1-58 | 
Na ,O 8-53 4-80 5-90 5-61 | 
K,O 1-94 5-3 4-20 3-91 | 
P20; EC NC EN meer cet ety as 
Te. loss. |) epee 0-36 0-28 0.42 | 

Total 100-12 100-36 100-10 100-15 | 

Nigglis values 

si 293 410 403 357 
al 44.5 44.5 41-5 3 
fm 10 6:5 8 3 
c 4.5 4:5 4-5 8-5 
alK 41 44.5 46 39-5 
k 0-138 0-43 0-32 0-32 
mg 0-26 0-37 0-16 0-20 
al-alk 3 0 —4.5 —0-5 
c/fm 0-45 0.69 0-56 0-65 
ti 0-16 Pe 3 ui 


8 ALK. 金成 明 氏 分 析 ) DLO BOF WAS 2 DE ESBS TF LOM LLB 
KRBEOLRD OMB を 示せ ば 第 三 表 の 如 し 。 


1 KBB EOE i RAFRESE A bt p 331, 233. 


iif, 61 rt RR R ES le 


EMORERU TRAM CHROREOT v9 94 oA it DBE L (= BF 
CHRD CHAE 75 SIIERS SS BEE O 。 

本 邦 に 於 ける 花 賠 岩 類 の 噴出 時 代 に 開 し て は CEILS BM ¢, HAAR 
末期 より 第 三 紀 に 至る まで 多種 に 互 る も の な る が , 特に 中 生 代 末 期 に 
CO oe a 
て 詳細 に 化 妃 成分 を 比較 する 事 を 得 ば , BEILS PEA O HF に 興味 ある 闘 
係 の 存在 する を 知る 事 あ らん も, 既に 知ら れ 居 る 多 PO (CB ah ik, 主 に 中 
ALTRUISM IBS BRS SE の 大 部 分 を 占め , その 他 の 時 代 の る 

(FED CHEMO AIDS B & Ofied CT HBAS UT, 未だ 比較 研究 に 供 
FSMPILZUS SMR ET. LOEB SICH し て は 更に 他 の 機 
GB Ci SS 事 あ る を 期し , 今 は 唯 本 邦 産 花 普 央 全般 的 の 特性 を it ss 
DICE wd MBS EDLFo 


SR RBHBAKUBPICBROS 
QP\YREN—-WEO B #2) 
get FT K xe - 
IV. 石 基 クリ スト バー ル 石 の 題 懲 鏡 的 性 質 
RRS FE UMREBIEOM < 2 9 2 bos ADS, FUME IC BBE 
せる も の は 別 と し , FICEB IES SS & OM =I, KIM, 及び 双子 KLE 
ANCL ODER % 75 ED PEAKS O 0 © OBR 72 EAT ICRE KO THES 
(= AS IK ON ABZ 2 DT ES Got Uf Kak it At 22 BA 
も , EM ZT S7E GIS, 若干 の 直線 的 條 線 を も 認 む る を 得 べ し 。 更 に 
HALAS = Fo 7S L, 一 般 に 複 屈折 は 微細 な る を 以 て 石 叶 松 板 を URI UCB 
祭 す る 時 は , 各 斑 入部 は 敷 個 の クリ スト バー ル 右 結 昌 の 集 園 より 成り , あ る 
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di BM (ERIE ES DEL OHDSLERT S750 6 TETHBRK EO 

Brey S 2 SH A A 2 OME ET SOILH ST. 
2 OBER ICIS 3 kid OIE A AKRE SLD (=, FUME A 4 に 示せ る が 如く 
第 八 


A. 大 山 燈 岩 中 の 寄木 央 集合 を 示す 。 x 200 
B. SHAME OD AIRRG EAT o x 200 


Wile S BAB 2 OAD AAR Like 28 2 IBS &, SEL B の 如 
く BERRA OIG & O BLAITE LS HAT AK 9 FERRE ie 22 75 BBE & AS 
分 か つ を 得 べ し 。 この 差異 は 石 基 部 の 冷却 其 態 に BARU, 後者 は 特に 初生 
Miah A 2 RES LORS Lo 寄木 区 集 園 は 大 山 火 山 寿 宮中 に よさ く 
BEE L, 叉 放射 構造 は 三 注 及び IR FR iS bt T 普通 な り 。 Rogers が 
Tuolume, Calif. Emi G 210 4a SEP (aL S b> BOP: exentric 
radial structure) % ) 2 SL 5 4 s PHIL UT (B) の 一 場合 な め 。 

FBR CEI GUE Bt SIE KAU, MAB RANTS a- 7 y ス 
トバ ー ル 太 は 六 面 骨 双 は 八 面 前 を な せ ど る も , OSA Hc GF Fenner 
は 常温 の クリ スト バー ル 右 は 正方 旧 系 或 は 用 方 語系 に 属す る も の と な し 光 | 
PARTIAL AO LGU SIL ILK O, 未だ 低温 型 クリ スト バー ル 右 の 唱 族 は 
決定 せら る ゝ に 至ら ず 。 筆者 が 人 工 ク リス トバ ー ル 右 に 就 て 検 鏡 せ る 所 に 
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Kaus AA E RHEO PAPE wh, HBC AGO S— 火山 岩 中 の クリ 
APN UMANCIAT & fA IZLOBAKE ZS & OE CDT ETE WIE ae bb, 
PEL CG EOF 6, HAGEL EK OTABIRCBT KASD M<, Ae 
Pras SEA na し 得る の みな り 。 

Mallard は 複 屈折 性 を 示す 低温 弄 クリ スト ペー ル 石 を 加熱 せ し に , ある 
温度 に 於 て 複 屈折 性 は 消滅 し 等 方 賢 と な り た めし だが, 冷却 すれ ば 再び BB 
折 性 を 示す に 至る こと を 癌 見 せ 0。 Wright CARAS ck OLD 
CL TTO YRS J TIE 29 225C te LO, BEC Fenner LI OBL 
DWV Ab — A OBA GIN (batt LD, In OCR 6-2 Y Abo 
— AAS Hs RILIBS D2 & eM DIO. Wyckoff は 290~430°C 間 
の 加熱 基 態 に 於 ける タリ スト バール 石 の X 線 分 析 を 行 ひ , 8 型 クリ スト ド バ 
— VO BALE FILA HIL Ao =7.12A (at 290°C) OPR2AL, 8 分 子 の 
SiO. 25H BFETBRARDE LEO, PRB IMSIE Barth esi ityiisc a BE 
LAL IEA FB FE ag =7-16 A 72 AY LY PARAKEET SS EOC oC 

Ze Ss OIIREIIAT . -2 VA br OMS SHA 
Hae 結 曲 すれ ども , WARE DIR EPS Sep 240°C 附近 に 於 て 急 

BRE FAS Fe kL, FE AAT RIBS OBL ee BIT SK, か くし て 恐らく 
EDR tO, 複 屈折 性 を 早 す る CPUS SEO LET VES Le 
HET KAR EMI 2) A bos — WAS SD DANS in VB IE BA ERS ORF 
¢ 4} fjinze BT 79 o 

WE 7A bov— WAAILILA VM KA Mihi 22 HOC, Manze bl © e hi 
H CMHC O, COMPRAR EOE, Ws Reh (CHU SOHN 


1) Mallard, Bull. Soc, Min, 13, 178, (1890) 
2) Wyckoff, R. W. G., Amer, Journ Sci., 9, 448~459, (1925) 
3) Barth, T. F. W., Amer. Journ. Sci., 34, 350~356, (1932) 
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5 HORE BIRIEBLAN 2 35 EIUBNISHICRCREE (PEEL D hin O — Bil 

第 i 園 示 せる も の な る が か, 低温 
WY A~AbN— LA DEB 
MRD 不明 の た め , 止む 
な くさ TORN < Wan iC Ms 
HEE 75 St MICH OH 
AHAICIA を 10 BAD 結 
inte 就 て 測定 し , 一 方 火 
山 岩 中 特に 双 曲 構 造 の 明 
BE 7s AI PORK CERRADO 2) ~ boy AIRE T ME L, HHO 
/\ SERRA IC £5 22 RRS AL RO MM し 。 


min. sym. extinction angle (tw. pl. AZ’) =32°~33° JC Atda 


人 人工 クリ スト バー ルル 石 の 双 卓 


min. sym. extinction angle (tw. pLAZ’) =31°~32° Sy fee 
BY) ATES RAR BE PRB 2% bo LAIR < [BRS 7% A 
を 得 べ し 。 

既に 記載 せら れ た る 所 に よれ ば 常温 型 ク リス トバ ー ル 右 の 双 上 品 は 失 卓 石 
WY, ADS (111) を 双 品 面 と な す も の と せら れ た の 0。 然 れ ど も 前 逃 せ る が 如 
< 低温 型 結晶 は APUARS OWES Ss CBG S SOAKED, COMM 
tii 2) Ab N— VAD E LTH S EOIMBTHECK SS 
の な る べき を 以 て , Fl BMI PCH BA RPRICLS & 型 に 於 て は 
A ia Oiiin BY BRIS Baz GS SS Le 

BB 常温 に 於 て 見 る '&- ク リス トバ ー ル 右 は 人工 た る と 天然 産 た る と 
ALD HCA O MB LOPE ROM IMER 2 BSS} SL lkHiOAM 


1) O. Miigge, Mikroskopische Physiographie, Bd. I, Spezieller Teil,12,C 1927) 
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Lo COMBORAIL 2 9 zpovH 
BG DRO RIC BPE G BS Lo BETHITBICIS CEPR % te L 
LOL BAYAN— DAD tit BIO) 38 EI RSH SHS UC L GB ae 生ずる 
多 以 て , Cte ood Ab N— BORE L LIBS tO 6 

—SEBRD TRUE TE BZ OMS Or 10) Vy BAER 20 PEM ARE FB EL, 
ーー 定 の 規則 性 の 存する に 気 際 くべ し 。 BMS BIL DYE RUN Ay BAB ICE 
THO, HTB CAD の 如く , 常に 絢 性 還 と 史 45° の 角度 を な せる 一 方 向 に 

第 + 


BAO Bill LHe OME MI. 
A. 大 山 燈 岩下 の クリ スト バー クル 石 。 
Bo PAU RAEBIC IA 2 7 9% BAS 1 RK A 


369, MAI OB It AA ELEY Y 5 SOMULIRBIAB CHAIN LO SB > 
YA b SAARI BET LB, BEG ¢ ATRIUM せん と し つ ヽ ある 
Pisin OMS £9 OSE eA PRIS WS CRIES LN4F Ze B AEN thy 
OMRALGEE L, Mir & OBMKIL NEL-KU PO SOL AS [AEORS Re 
Do Salil PRR Ae It Lt SABA ALO — WES LX! 及び 2 Ds <A 
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らし, Fic ie bart SHB AT ar Eb HIEMIL—-ELE O © 
V. クリ スト バー ル 石 の 成 生 

火山 岩 々 虐 が 順調 な る 冷却 経過 を 辿り 9 し 場合 に は 分 結 作用 fractional 
crystallisation) QH¥EVT IZ & O BEM MHAO AA ¢ SEC PE ee RE SA 

ALD O We ad 1S EA WD (= LG LC I ERR RO 7 YA IL EO 
結 現象 に 伴 は る ゝ HAI 7 Oo ULL TT ERO AG BROR Ics OL 
場合 に は 玄武 岩 の 如 き 大 性 岩 の 石 基 中 に も 極め て 酸性 の 間 震 物質 Cmeso- 
stasis) や 生ずる に 至れ る 場合 も 少し ょ と せ ず 。 今 火山 岩 々 虎 に 於 て 結 曲 作用 
ok APR OBC BAS Ooh 詳細 な る ぁ る 資料 と し て は , peal ae 
AO PAP PRES & OBR Sart: SIGE > APRA OM IPG Bit % 7 
SEPA TORE BBE O 。 

COPA ILAERG BILE (BS S46, COEEMRA IE 61 7% を 越 へ , 山際 
(FEES S AUK AO BRS WSO © FEAR ec Ct Be DIT, 本 
(PANCRAS ZW PFEIL HOH PRUE 7s ZEN FE A BED SP RG TEMS & Be Bua 
Ovi {Ee FUME LOS BIH O AE IKE S EO O. 

WEP LOFT ILA UTS BATES & RAMP TOTES Kduld, AVR Uh 未だ 
結晶 作用 生 の まい ょ 訪 泊 に 噴出 せら れ た る も の に し て , 斑 品 忠 物 55.129 (= Bt 
LA AIRS 44.88 26 の 割合 を 示す 。 然 る に 本 岩 の 弧 成 分 と 残 虎 を 代表 すべ 
き 石 基 球 璃 の 成分 を 比較 する に 著しい 差異 を 認 む べし 。 即ち 石 基 成分 に 於 
て は 鐵 及 び 苦 土 分 を 始め 大 概 の 成分 は 著しい 激減 を 見 た る に 反し , 達 酸 と 
WED) AA MIP OD Aa (IG Ze SL, PRIS EABIL IE Ht OIE HSU B 61.41 
KO BRA SEICHS CT lk HE 74.07 2% BUR Oo LORE KE OSLS & Hath 
VINO ANE BBE EBAEO MAIL AGBRO 7 vo VIR ABS Ee HY 
fie - 指 示せ る 6 の な り 。 Ll UCHR bet? BN De —FAA OD. Ft bitty 


1) able neat AU Vs AH 第 5 ) AR, a8 6 Hf, 255~264, 昭和 6 年 。 
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ARIEL OB IIR Fe et BEBE LIN SEO) AIH SL A 1, SiO。74.07 
Al,O 3 12.61, CaO 4.49, Na20 5.387%; total 96.54% £760, EM Se 
mht 63~78 % ALS TE LOWE BIRD LK 類似 し , Rape Fe 

C, HFSS} 22 FASE TAK EA tat Sig NMOL NY S018 

JEIZ Morey 及び Bowen 病 氏 は Na2O-CaO-SiO。 =)KIK sk ARIK 

% [i 4X OD 4°85 BA Be WEE L, SRT OAT TE)H 2 im OT O od» B UE 

A IREENRIE FILIS Shida MEN EAA & SE bE Ze H RIGH (Devitrefi- 
cation) の 参 察 に 寄 和 所 する 所 大 な る と 同時 に , ABBE ICI Tt Let aD 
AS IOWA BUY Ye) BLOKOs L Morey peesea wey Ep 
(PRES s FBEEDO wee ARE SD PTR Siinaiebir 
— I (BILBO OSM RAOLES BC t WANE YO AAT Dietzel 
は Morey “:0)2 > ipa] HS BE DT F ORIG WISE L, BAET T- 
DMRS Stith EROBIEL 2 OPO AUER ICBI LL, 且 最大 の 
ihe ph AE VK LLOO°C [GIL TES B Cb 7e A EIS REI Y 。 

HC ASIEN A OA ALGER OM ¢ Aten MEA Oi ANI FRE SS & 

(BSC & SERS EE Is BOA A RBS KALTER, BRE O RSE 
JN & O CHAM LN S 8 OILS eC EERIE Ze BSS ILA 
EDS PEE O o GRIT KIUABAR ICIS THEIOUME & UTHIR TNS 4D 
Lo FFE IY OSE IK Ek ARABA O 0 TIED OTE OMAR & LD CRIS 
重要 な る も の は G— | PRAEO hee FY Lod, AMC FORGE 2 WP 
し むる こと と , PICA BMAF Cmineralizer) と LC URMITE)H 2228 A, 
RUMOR ARI LBSI ERY. | 


1) Morey, G. W., Bowen, N. L, Jour. Soc. Glass Tech., 9, 226~262, (1928) 
2) Morey, G. W., Jour, Amer. Ceram. Soc., 18, 718~724, (1928) 
3) Dietzel, A.,, Sprechsaal, 62, 506, (1929) 
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BRAS ALE 2 EO SPREE OAS EO CHES % SPB HD PEELS HE TIE 
HPA EC TIR PEASE C Hi LFEPA TSR FS CRS 6 tte S DSHS EAB 
WOM HILATILBN 56 AS HKO, MU CEERI 2 YD A bY 
Vine & ILIA B REMI BI BAGS, RAD 共存 する Belk 
低温 度 に 於 て も 生成 せら れ 得 る こと は Fenner の 研究 に より て る も 明か に せ 
られ た る 所 な め 。 

茎 に 輝 べ た る が 如く 吾 人 が 火山 岩石 基 に 見 る クリ スト バー ルル 右 は 石 基 固 
Ai ODES BL, 終 移 作用 の 結果 生じ た る 倫 裂 常に 有する BAKE O 
5B A, ARNEL 人 型 と し て 成 生 し た る は 首 ふ に 修了 地 な く , 従 て その 唱 
出 党 時 の 温度 は 少く と も クリ スト バー ル 石 の 送 移 温度 た る 220°~280°C よ 
9 め 高 か の 9 し は 明か な り め 。 

以上 の 如き 参 祭 に よれ ば 三瓶 , AWM NI FAK RAE te 於 ける が 如く 
結晶 度 の 著しく 進行 せる 石 基 中 に 存する クリ スト バー ル 右 は 斑紋 基 或 は 球 
RIM GRR 7x CABELL, 叉 硫黄 岳 類 岩 の 如 く 未 だ HE ROME BER 
質 石 基 を 有する も の に 於 て も , 局部 的 に 結晶 度 の 進展 を 見 た る 部 分 に は 名 
に クリ スト バー ル 石 の 上 出 を 認 む る 等 の 事 和牛 は よく 廃 明 し 得 ら る ゝ な り 0。 
か く て 大 山系 の 諸 火 山岸 は 一 般 に 61~66 % の 培 酸 含量 有する YEROE 
A faa ei Bet REE eA IB, 中 に は 三瓶 , 大 山 雨 火 
山 類 岩 の 如 く 石 英 斑 品 を 含む も の も あれ ども , 青野 山 , 双子 及び 硫黄 岳 類 岩 
の 如く 石英 斑 上 曲 を 全く 含ま ず し て 猫 理 酸 含量 に 富める も の は 打 準 確 物 の 計 
算 に よれ ば , W218 WG SH normative quartz PFHROo D< ORM 
STI OFENRI It BACHE BEEZ 7) ~A bOS— VB OTP HEI E ORB 
了解 し 得 ら る べし 。 LOD IV Ab YN rR OBEY MY SBA LUT 
TRERA OAH 75 SRBOTE Lic SILL LES BHO LYBRGS, 

HES % UE © ATAFE PHA AB) cB PUTER Ze BGI © Te D TEEPE AC 
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HS} UPR 7 DB ReRT 
WBE. ASHEN Mm PT ec LSU PURE CHS BARS iB EC PP IP BAS ABP BAL 
tT BHA RIE AIC 27) 2b NK NAOT BE DIE YS 


LEERREOCBR A) 


my YE A 新 六 


© OWE EIIAY 4 LAGFERIDC Id ADEE PAR BRO : 型 の 
も の に し て , その 記載 に よれ ば , & m, 面 を 王 面 と する 六角 板 短 の 結晶 に し 
C, fl x, Yah, yn OCwMeAtT Sot 4 <, ARGC S <¢ HER SHG 
fin (FFA Zs SHAT O Lo ADU E DCRR Sb の は この 品 癖 の る も 
Os JFS L~2mn, (K(ErSmM の も の に し て , HMC HBS FHE RO 
PPL RO Min OLE GHG RA UCHR L, これ を 引き 離す も, 結 曲 の ほ ヾ 年 
分 を 得る の みな れ ば , ESTAS EAT 7S SUH NC CIES ¢ Id HHO 生 分 の み を 
閣 察 し 得る に 止ま れ 0。 

HMICFARSBRICTOMR この 結 醒 の 柱 面 に は 多く の 條 線 あ り て 球 滑 


な ら ず 。 COFFIN IZ SATE OT TE O , BBE LIST 2 OE RMiL 
を 決定 せる に , BHT RO fs ST AE SDM, C OFAN TIS ¢ Ota 
BALBAUT SE DHL 7 FRCS B FH Y 9 SHRI, HIZLO NSIC IAT 8, 

X HOA IL IE SAO < 軸 に 一 致し , (第 二 賠 の 第 9 BSS Tk X, 
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Y,Z O3 WSO MAO 4 Ot —Bes) Y 及び Z 還 は 之 に ほ ヾ 垂直 な 
る 面 内 に は あれ ど , これ が 柱 面 C1010) (BS 4B SIL BID FRAO © 


此 の 開 係 を 明 な らし むる た め , 第 一 表 及 び 第 二 表 を 掲げ た め 。 第 一 表 は 第 
LE] PORES O Z Hay? (1010) に 詩 す る 傾き を 表記 せる も の に し て , 第 一 
a ee 彫 の 柱 面 OME EERILY OI 
‘Sent bis = ; | OSES EE oi る 
ie + も の を 一 と せり 。 第 三 表 ば 筑 二 園 の 
} fab | pee 7% 軸 の 位置 を 同 様 に 表示 
4 | + 488 | せる も の な り 。 即ち 選 軸 は この 柱 
‘ ts Soa ae MICU lk PF CENS LO 

i +12 | あの, 叉 他 に は , B-BOR 4, H 


ll 
it 


[at 5 “HU BOHM ¢ 柱 面 に BFUT 
Number of | 40° 以上 傾け る ZZ 軸 を 有する も の も 


optical section | 4 

ea aul | HO. WARE 2 OMFS HALO 
: | Ge 結晶 片 が 集合 し て , BBRCHS TILE 
; + 1 OS. DD MS 比較 的 下 滑 te EE 
: + 9。 | 面 を 構成 せる も の な り 。 測 角 に 依 つ 
: Gas て 見 る に , この 六角 柱 面 は C1010) の 
i £1600 面 に 相 温 する も の な ね れ ど 。 OKT 
18 nant | を 構成 せる Bini O Brie & 
2B  «f fe |) OSn eRe ese, MRK Cne 


(1010) の 面 な り と 見 る を 得 ざ る ペ 
く , この 現象 は 結晶 方 上 興味 ある こと な る ベ べし, 

謀 面 に 下 行 な る 郊 片 に 於 ける 観察 柱 面 に 於 ける 観察 の 結果 よめ 和 首 想 せら 
NM 
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及び Z HORE LBEREIK PT AUIS BD AUB BEI FR EAL oC WED BAER 2 BA 2 
ら し む る た め , MIR SHB RIC LOZ <6 O ate PRC Lol 
示し , COB ED IHG 4 IMHO TH) EEA し , RHE fia CB UIE 
— {fA 1) le BAS O CBX Tl ~ BCE) FAA Ga hOB 21, 20, 23 ROI 
Me 2 f]—ZP AAI HO CT 30° に 交 は る Dy, Dy, bg D3 Hh t BAW CH/VMaD 
此 等 の 6 HIB UT, BEBO CBA Ma 7s S 角 を な すか を 明 な らし 
むる た め 第 三 表 ~ 筑 七 表 を 作成 せ 09。 此 の 表 に て マ Y Day=+o KO eit 
Y が a」 軸 よめ 時 計 針 運動 に 反 詩 に 傾け る こと を 示す 。 此 等 の 表 は 夫々 
第 三 園 ~ 第 七 賠 に 相 應 ずる も の な り 。 こ な れ に 依 つ て 見 る と き は , ME 

(ok BH BMD PE IL FES IC TERME EO LILO SHE KGL ORTH 
ih EO SEDI HAS % ARC Z 軸 の 位置 ) が 4g, az,a3 及び bi, by, bs に 
(SAAT ED DMS KAMA ST 56 OMB 3 %ILS. LID 6 HD 
MRUE & BATES SEHD LOH « RHE SPIKE RST SB 
分 , BEL ELLOS 75 2B — HO MES & Ati DHS F AKI ABE OC, 充分 に 


B = 表 

Number of 

optical section “ ip av Fone 
EE byg=+4+12-6° ..-.-- ag—=+ 139...... OU OE Sone 3 
O eres bo==— 15° as= (0 DO 
Beno nse by=+ 5° ...... Aag==+ 2.5°...... OO ease 
Aarne az=-14.8° ...... ag=+t 59...... ONO 測定 困難 
に bg=+ 1° =... ay=+ 0.59...-.. OO ewer 
Ge by=+ 9° ...%. by=— 14°...-.,930...... 測定 困難 
8 b3~+14-5° ....-. apes 15°... DOr case 
SNe by=— 3:5° «--.- ap=— 4...... DS 
ee (b) =— 3.5°) ---- (bg =+ 8°) .-+ 6s () etiashas 測定 困難 
Bacco: (as= 9 (bg=+ 9°) Qos 
Thy Bers ag==—14.5° «....- b,j =— 9.5°...... [Aneel 
i Kees (ag=— 1.79) (by =— 6°)... ORs ae 
13--+-+-Cby=+ 6°) OBO ORS @3=- 8°) --- ++ (SO sor 01 BE ど 測 定 し 得 ず 
| ae Digan ay==—11° «..:.. (Wear a 
ee ds = に 0 b9 = 8 OA 
DO ag=ー 6 ……. bj=— 5° ...... の 
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Number of 
optical section 
erect as=— 9° 
Oreos ag=— 5° 
8 ay=+ 1° 
Baer. as= 0° 
eoecde aj=— Ge 
Gree by=+ 13° 
Uf Per SS ayg=—1.5° 
Reena bg3—+4-1° 
QR bg=— 1° 
0 be E39 
lL by=-+3-5° 
12-.-.-- b3=— 15° 
13---+-- bg=+45° 
RS b,=+2:-5° 
Tn (as= 填 0:59) 
KR ay=+ 3° 
IW (cate b)=+ 1° 
18 access a3 0° 
19.-.--- &5=ー aie 
20 raeeese Ose Sa if 
CH esas ag——2-4° 
99...... b,=+5-5° 
OD eae b,=+ Ae 
O Annas by=+ 14° 


U6, 

ere bs=— 8-7° 
ares b)=— 3:52 
settee bs=— 43° 
ae by=— 4° 
Bear cleats 4° 
bagel a y=+12-5° 
erates bj=— 45° 
SOTO ay=+" 10° 
seit ag 9° 
Be ae ag—=+ 3° 

” 9 
noobie ap—- 1 5° 
sande: a ;=+13-5° 
Jae ay=t+ 3° 

” ” 
2 ag=+ 82 
pasar @z=+11%) 
es bg=+ 6° 
wees ag=+ 2° 
esau bs== 11° 
se bj=— 9° 

» ” 
eee bs= 02 
aa ee bs=— 05° 
tages ao=+ 8.5° 
a ag=+ 8° 
Sects ag=+ 75 


32° 
36° 
41° 
3 Oo 
3g) 


30° 


BION) Tra 


Remarks 
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第 五 表 
Number of _ Wy 2V Remarks 
optical section 
Pueetes (ay= 4 21-5°).-- (bs=— 4.59) (NOR aoe 
OR Ca ON CD OR 0S 
2.. Ages RO he ese by = 3° J 41° yeast 光 軸 角 の 異な る も 
2 \37 の Bie す 
Aa Prete IO et... bij. doe Ou Mens 
ase oor Qy==— 13°. bye + 10° )---5- 2990...... 
OR = LS? Se. bg==-- 45° D7 One 
haat Se eran, Osea boss = eae 3208 
Qudeiee Ag=— 65° 25. Dope ee BUN) aerate SO Onn anee 
Gree: Ay == — 10-59 ws. bps 9-79 at 38 ys 
NORGE echo =o. eer Dyes) tO eens ee ice Ai る も 
11-----: ao — 13-59 <.-- az=—+14.6° LS 
es Bis GO ays BON aus: AO Gwe 
13 by=+10-5° «++ Ag=+10-5° RR 409™ +. 
1d Rese by=414-5° ...... ag==412-5° 2G one 
15.: b= 14° ag= 12° «----- 4]°..--.. 
HG OO bi NIT Oa 
feat De 78:50 =~ a2- bassak Shei as 289 GS 
” ” » » We decor 3Bd°CAE) moons 
Genes Ae ete Donen ens Bigot 18h ues 98°.....- 
RGs eee se 6.50 sass ye ee RE rete 262 «0-1. 
DO One Np as= hh DOT wart by=+ [OMe see 352° 
第 六 ze 
Number of ; 
optical section é 2V Remarks 
ek (bg=— 4°).--+ (ag=— 3°). (PR 
Saas: Cpa Bo Aue: Cbg= 62.0 RS 
aed (ag=+ TES) sR (Gb 16D) ori an (sees 55% 
CE ag BO ste 2,=- OPN lac atte OF neater 
Sunes bg= -10-5° ey Geer ASO nee 
Gian: lee) gia rey b)=+ 6° の 
eo bye FBO a, Apes 2 GROUSE Ou ke 
hopes a1=— Oe b3= a 6° be Rina 29° a 
Oe aj= 7:59 ees bg=+ 30 ere: BOO Fase 格子 構造 閉 し 
Oe bye 70h dn A OR 
Ue ag-= Oe bb Omen Op OR 
19403: bg=+ 45° «..- A a= OV NN cues. OT O we cne 
Che bY da DDO 
Theos: bye soe wae OL yf) nace 
1G) ets: Pye SOD ae LEE TAP sD BGO MIE 14 に 接する 部 分 は 
Ct Saree) の 
Oe お a = a OS OO EE 
Ts ag=+ 2° bos | QP we 439 で 内 うり 


die 75 
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Number of 
optical section 


19... j=— 


ta a9= — 


Number of 


optiacal section 


1 (b3= 
Bosc are 
4 ag—=-+ > 
Gress: ar 
Tee 
Qeaes b. 


20 Pah Gis age + 9.59 


Remarks 


Remarks 


REF HEEL 


TELS ZOHKBMILE BE LIBS O し 部 分 に て は Ye Zhe Oars 
る が 如き 結果 を 得 た る も の も あり 。 WHOS OOS Cid IEE 


EUS Lo BE 
7e Ft LEB SE 


すべ て 決定 する を 得 ざ りき 。 


賠 に 示せ る も の に て は , 結 醒 の 中 間 
を 以 て 本 く 叶 黒 と な る 位置 を 求め 得 ず , 従 つて JBM 
| HAW & OT ARIEL Pes LABS OL 


の 部 分 は FARIA IC 


May yy bso ME 6 OWI CHAI 一 光 軸 性 の 部 分 あり 9, その 配列 の 
短 態 に つき て は 何等 の 一 般 性 を も 見 出し 得 ざ さり し も , 第 正剛 及び 第 六 賠 に 
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於 ける が 如く , 結 曲 の 外部 を 包み て 一 光 軸 性 な り と 認め ら る ゝ BHOHS 
BAIA EMM OBB 7s S DUM Lo 

叉 各 硬 分 に つき て 注意 すべ き 事 は それ ぞ ざれ その 光 軸 角 の 大 いさ を 異 に す 
る 事 な り 。 こ と に 第 四 園 の 第 11,12,13,14 等 の 硬 分 に 於 ける が 如く , HABE 
PARTE DOHA EME LS, TS TO 光 軸 角 の み を RIF 
る も の 少 か ら ず 。 

叉 各 蘭 片 と も bi, bo, bs EP PATE SAM AHL SEI OLS ZB 
こと も 特に 著 し き 事 に し て , この ABC SMP TE BIL RIC FT SB 
A HEI A OSA AT EO HPMORE *® 7s URS OF bE O . COI 
HO eM O—A i= KRAMER G L-& (1010) /\(0001) DPA EFTOA pte Be 
多 の 條 線 あ り , 叉 bi, bz, bs の 方 向 に 不 規 則 な る 線 の 走れ る を 認 む る こと 
HH SD’, この bi,b。, bs の 方 向 の 人 触 像 ちら し きも の は 結 曲 内 部 の この 割 
目 さ 何等 か の 開 係 ある も の か 。 双 この 割 目 の た め に , BALD HH 5,7,9 等 の 
品 分 に 於 ける が 如く , 杜 面 の 一 部 を 外部 に 向 つ て 少し く 押 し 出せ る が 如き 
様 を 時 せる 所 あり 。 

HATES OIL OC, 貴重 な る 標本 を 貸 抽 せら れ , 始終 御 懇 筑 な る 御 指 導 を 
Vy OTS BWR RM OR 2 RTS © 


| 


研究 短 報 文 


ine Ui) BS LL) FE TR BE Oe BK 
Het 井 HW A fo 


DEAE ( CWEDK JE: & PAB Ze % IRI Chedenbergite) 2%, HEE /EO FW 
に 於 て は 方 解 石 に 交代 せら れ BS, ET SOBMLARIC IST Ik ABCA 


$477 Bi) Fue sas eT #2727 


CHEE IES © LIL, 渡邊 教授 の 指摘 せら Ss PC UT, RIL FE de 
FLO TIC ZAC BAS % ERI EB pre Oo ANB IK ISO Ie Z ORBO 
(EAN ALM HED SL k 必要 な る た め , 著者 の 研究 中 に 局 す る pRB LL 
Dade WAS BE RESUBIA D, 粗 粒 柱 欺 の 集合 を 成 し て , 特に 純粋 と 思 は る ゝ 部 分 
22 REA CICE DMN HEE 0 。 


第 = 表 
I II III IV V le SEE 

SiO, 48.08 | 47-50 | 47-13 | 48-40 | 45-86 | 52.84 
AlsO. 0.39 5-03 |e ogee 3-66 390 | 3-05 
Fe203 の (0 の a 
FeO 23:56 | 23:29 | 2446 | 20.81 | 9-73 35 
MgO 217 | 0.49 240 | 120 | 11-70 | 10-86 
MnO 1-58 2-60 0-73 4.65 0:70 | xseees 
CaO 22-80; 20-17 | 23-23 | 22.20 | 22.92 | 23.30 
Na 20 に hia aerate 0-98 See wn ead 
gO) © oe TIN esaskol i= “oguse (BI Roe nner Mearns ll 2 G0 6c. 
mi SE br eaehl is Moone TOQUE Cares) so ere 
Og, 2) NU PSosscean lA eoABG st Mecracc a ali weaccee 5-76 1-23 

合 at 100-65 | 99-08 | 100-14 | 100-92 | 100-57 | 99-63 
CaO-FeO.2Si0, | 81-93 | 90-12 | 86-78 | 75-24 | 35-47 | 30-14 
CaO.Mg0-2Si0, | 12:50 | 3.38*|'10-60 | 7-73 | 61-95 |] +++ 
CaO.MnO.25i0 5.57 | 650 | 262 | 17.03 | 258 | 69.86 


I MEOH) Ul MECH aH Ul 尾 不 産 (梶浦 分 析 ) 
IV $& > QR ECGHIEH DAD V 釜石 産 ( 喜 多 村 分 析 ) VI 三 ノ 狂 産 ( 片 山 分 析 う 
CII~V 和田 維 四 講 BADR Po AIC £ BD 


AAU & UT PRBS BX, その 一 部 分 に 交代 残 物 と 思 は る ゝ 終 泥 
石 苦 微 品質 集合 を 微量 に 存する 外 , 全部 族 鐵 交 石 より 成り , BEF BREE 
に し て , 同一 結晶 中 部 分 的 に や ゝ 濃淡 の 差 あ れ ど も , 之 に こよ つ て 重 屈 折 色 の 
差 を 示す 程度 に 至ら ず , SRM BUS, CEE SIA ER Lo 


* MnO の 量 多 き に 失 し CaO.MnO.2SiO。 を 充分 生ずる に は CaO の 不足 を 來 
せり , MAD LO RE Dido 
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分 析 の 結果 は FEB LOM < , MO ARO SF HAG HI FeoOg 以外 に 就 
ThE SH BCE O 。 
之 を 分 子 上 比 に 換算 すれ ば 次 の 如 し 。 
hedenbergite CaO-FeO.2S10 5 81-93 
diopside CaO. MgO.2Si0., 12-5 
schefferite CaO-MnO.2Si0 5 557 
DL EARB ITE 6 RUT. B AFVE WO BADE REELS FO) (1b Bay & He 
WS tus, PeAU, WL, IV, の 如く , hes &< PEO SL OMHL, Era 
ERO FUMED & OFF ZAGUES, 何れ も WEB ZG CaO-FeO-25i0, の 
KAMOLOL MES LL. ZIKUTEHIMBIUBKU = 7 RO 4 OU ZOM 
BORRUBEG CaO: FeO-2Si0., & JIG C40:MgO.2SiO。 ょ の 中 間 に 位 し , ¥ 


Ca0Mn02S5.0; 


= 


CaOMgO 25.0, : Cal R028, 
I ih, 1 柳 ヶ 浦 , TI pes, IV ary, V Bz, VIE = 7 HR, 
— 7 Ay Salite) と 認 む べき も, 渡邊 教授 に よれ ば , BAEC ILE % Oo Es 
DIN Ze 43 L, 本 分 析 は 何れ の 種類 を 代表 する や 明か な ら ず 。 
Ri MAEO HE & O PREG (Ca0-FeO-28i0 2), 3418 (CaO-Mg0-28i,0) 
SchefferiteCCaO-MnO.2SiO 2) の 分 子 比 を 算出 すれ ば , Re AeP ROAM ¢ fal 
回 に は <= FGLIN (CH ALO. 但し この 外 概ね 多少 の AlgOs を 念 
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Ar, 叉 時 に は Fe,Os BETA, TOR s Mid ey の 形 に て , 此 等 の 確 物 に 
上 生ま る ゝ 可能 性 あれ ども , こ ゝ に は 之 を 不純 物 と し て 除外 せめ 。 


HASEIC ES LC ARBIGE D WIT % BUN Bde BACB EET BIC EL, また 研 
OMT & Hee 2W~ bik SRBC HT, 


aE am Be AE Bf 


2B ORB OR AGATE AICHET (2) 


MB: IR ae We Ke BD 
mes & &R 
xR HB EO FB Fi 

人 金属 礎石 の 題 微 鏡 的 共生 の 例 と し て , feb CHEB RRU AI Li aney の 
訪 せ る Virginia 州 Virgilina 地方 産 銅 確 中 に 於 ける 斑 鋼 磁 (Bornite) LR 
銅 忠 CChalcocite) と の 方 象 共生 に し て , 同種 の 例 は その 後 各所 に 交 見 せら 
れ , 中 に も Graton, Murdoch MRI, > Cd A WO SH Ob Beep, Virgini: 
州 | Wall mine, N. Carolina | Guilford Co 和 侍 に 産 せ る 銅 確 中 に 右 の 共生 
PPE, CA, Butte WEN GERI (IL 斑 鋼 確 と 輝 鋼 確 , DERM & tated 
HBG, FomeALe SWE £ Dy PSE OFAN ALFA NS BSG TS BIE PERL LZ 

を Subgraphic structure な る 名 稀 の 下 に 記せ り 。 
証 氏 は また , 同 種 の 構造 Bisbee WE ENTE, 斑 鋼 嘱 と 黄銅 左 と の 間 に 
FERLL, Ransome Be 6 また を Arizona J} Queen 確 山 産 確 石 中 に 記載 
B90 as Whitehead FG 1 は , Connecticut pp] Bristol HEIL ICIS O % ESRD 


1) Peete . R., Econ, Geol. Vol. 6, 1911, 399,~411. 

2) Graton, ie C., Murdoch, J., Trans. Am. Inst. Min, Eng. Vol. 45, 1914, p. 38. 
3) Ransome, F. L., U. S. Geol. Surv. Bull. 540, 1912, 148. 

4) Whitehead, W. L., Econ. Geol. Vol. 11, 1916, 1~13. 
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LBRSHO e OIAOIES Utah ji] Tintic Os, Hc Gemini iL 
i SRW, 硫 慈 銀 銅 忠 CPearceite, AgoCuAsS,) & WPA L ORBIE:, 方 
Syne & EE CCovelline, CuS) と ORE: A RE L, Chile の Chanarcillo 
AE SLUMECH I= IL ARS & FOSRIE (Cerargyrite, AgCl) Oscsdtt4e% & BSL 
#05 最近 更に Lindgren 氏 は Peru の Colquijirca (iL FESRMEP Byatt 
GHC Tennantite, CusAs2S。) & Hie SSAHE(Stromeyerite), (CuAg) 2S x 
Ht 4: Kw! Mexico の Parral mW AL HO BY a BARE & ASAE, DOA & 
IO SCHEME L, BBO Mcb EF は この 最後 の 二 例 に つい て 一 
fe OY Utz il ze BRE AEM Hh 1 BIBER: O 。 

この 外 Guild "は 管 て Stanford KBUOWET, LRA MO SEMI Ze CIT 
ees F (= REE し , Stromeyerite (Ag, Cu),S と Bornite, Stromeyerite と 
Galena, Stromeyerite & Chalcopyrite, Galena と Proustite 48Q) 1% He 
HA WME L, MRE MIE OIGAC BIS SEI SBE, Lausen” 氏 は 
Sudbury の Worthington 確 山 産 Niccolite & #SMBK £ O3C# IEE 2 UES, 
Short, Ettlinger 一 氏 等 また それ ぞ れ 他 の 磯 物 に つい て この 種 の 例 を 掲げ 
た の 0。 FROG 6 COMOPILIE< BUG BSL 

な ほこ の 特別 の 例 と し て , 國語 磯山 産 , Reh OIA SANE & ARMM & OOF 
に も , “HO SRM Rod, 方 鉛 購 は 往々 へ プラ イ 文字 基 を な し て , BYE 
PMO MEG 2 ERI 0 o 

LIENS KOCH OKRA We AE L, 一 覧 に 便 に すれ ば 次 の 如 し 。 


Bornite-chalcocite...... Virgilina, Va. (Laney, Graton, Murdoch) 


Engels, Cal. Rogers), Bristol, Conn. (Whitehead) 


1) Lindgren, W., idem. Vol. 25, 1930, 1~13. 2) HEEB, 前 出 。 

3) Giuld, F. N., Econ. Geol. Vol. 12, 1917, 297~253. 

4) Lausen, idem, Vol. 25, 1930, 356. 

5) Short. M. N., Ettlinger, I. A. Trans, Am. Inst. Min. Eng., Vol. 74, 1926, 
174~222, 
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Bornite-chalcopyrite ....-.... Bisbee, Ariz. (Graton, Murdoch ). 
Queen, Ariz. (Ransome), 

Bornite-galena....-. Magma mine, Asiz, (Short, Ettlinger, ) 
Butte, Mont, (Graton, ) 


Bornite-enargite 2 »...-....--- Butte, Mont, (Graton, Murdoch) 
Bornite-stromeyerite...-.....Silver King, Ariz. (Guild ) 
Galena-stromeyerite.-...-... Silver King, Ariz. (Guild) 
Galena-tetrahedrite ..-...... Elkhorn, Nev. (Segall) 
Galena-covellite -.......-.- Tintic, Utah (Whitehead) 
Galena-tennantite, Benen Her Colgrajtcd, Peru? (Lindgren) 
Galena-proustite .-....-..... Schemnitz, Hungary. (Guild) 
Galena-sphalerite,....-....... Parral, Mex. (Lindgren), HA xEC HA RF) 


Sphalerite-chalcopyrite ...Parral, Mex. (Lindgren), Hy] RE Cf BF) 
Chalcopyrite-tennantite, ...Colquijirca, peru. (Lindgren) 
Chalcopyrite-stromeyerite,-..Mt. Lyell, Tasm. (Guild) 
Tennantite-stromeyerite, -.-Colquijirca, Peru, (Lindgren) 
Tetradymite-niccolite -.--.- (Thomson) 
Chalcopyrite-Niccolite...... Sudburry, Ont, (Lausen) 
Chalcopyrite-pyrrhotite -..Ducktown, Tenn. (Graton, Murdoch) 


NLRB OK A si 

WORN < , FED Or ROG THIS BS S RABEO PIL od TH ¢, 
APH TAREE GSS, その 成因 に 開 し て は , 4251S iam HE 
せ ず , 始め Laney OC OWE ENS S, その よく 一 成分 金 局 姓 融 簡 の 
凝結 の 最後 に じ 生 ずる 共 品 骨 の 構造 に 類似 する に 著 目 し, 

Such intergrowth are believed to form only at the eutectic point of 
a solution and are strong evidence that the two minerals were depo- 
sited contemporaneously (Explanatory note to Plate VII, Fig.1) 


と 断定 し , Graton, Murdoch it ま ょ た Bisbee PERE £ HEFMMK L OIEH: 


1) Laney, F. B., Econ, Geol. Vol. 6, C1911), 399. 
2) Graton, L. C., Murdoch, J. op. cit, p. 42. 
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(HUT 


...-bornite is a common accompaniment of the chalcopyrite, and 
occasionally is seen an approach towards graphic structure, as in 
Fig.7 which probably represents contemporaneous _ solidification 
practically at the eutectic composition: 
と 推論 せめ RSME Stanford KBYIJAT Tolman, Rogers PARED 
下 の 同 じ く Butte Wel AEST ORM BENITA IK FEB Hp 7s O し Ray 氏 は , bf 
SW & DESDE £ OF TR ICRAT 


The so-called graphic intergrowth of chalcucite and bornite(as it 
occurs in the coyellite zone) is in seality induced by the local 
presence of pyrite at the point of formation of the bornite, and 
is due to the peculiar method of replacement of covellite by the 
chalcocite solution. 
と 結論 し , € Op Rogers Fiat ZrtcHU, Lanly OPFH eutectic 
structure & MILO OPE TEESE OU Ear Oo ore SS の 入信 
PIB UT, wb ES 主張 を 時 せる は Whitehead た UT,felt Con- 
necticutt J Bristol Wil AEGHUEe> OBER & HRSA L DIK MEOH, 
Tintic 地方 の Gemini WELL aE A GA & RAL SLEMWR (pearceite), Tr gis & gi 
He ¢ OCICS BLE L, C206 OWA ILDELT AMG EO AEWA NS IEF 
UT, 水深 液 よ 9 生じ , その 凝結 最後 の WOT: B Sean He LI BD BEY AB 
に 複雑 な る 組成 の 溶液 中 , 二 成 分 共 融 線上 の 産物 と し て 参 ふる と も , DS 
場合 に は , CEMA CEN S MMAO WH hida OSE AES SUB Sc, BE 
際 に 於 て は 雨 者 並び 存 し , その 一 方 が 他 を 交代 す る 中 間 的 階 程 と し て の み 


1) J. C. Ray, Econ, Geol. Vol. 9, 1914, 479~480. 
2) A F. Rogers, Mining & Sci. Press, 1914, 686. 
3) W, L. Whitehead, Econ. Geol, Vol, 11, 1916, 1~13. 
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この 構造 を 認め ら る る か を 指摘 し , 特に この 種 の 共生 に 見 ら る ゝ BRS DS 
IVC 以下 の 低温 に の み 生 ずる 稚 方 種 な る こ と, HROMS KNB ~ 
を 示す こと 等 よめ 推論 し て , この 種 の 構造 が 二 光 的 導 化 に 著 る し き を 論じ 


Little doubt can exist that such graphic intergrowth of sulphides 


are usually due to replacement. 
t ei ann せ 9 0 
1) 
COBILE OR Lindgren 氏 等 に も 認め られ , 氏 は 1919 年 


Regular “graphic intergrowth” often similar to eutectic textures 
in metals (are) pow known to be a feature of replicement 


most commonly of supergene origin: 


t heim EAD, Emmons 氏 の 如き は 1918 ACHAT, HE 
In general such structure has been regarded as characteristic of 
primary ores. Some geologists maintain, however, that such 
intergrowths may form by the replacement - -: 

tRUT ITM KI9 0 

越え て 1924 +e, Locke. Hall, Short O=KK It, Butte FE BR Flies & BES 

Hee & OPEC PHL CaO stan wee th L, Cp. 959) 
The graphics are duplicates of alloy eutectics. The intergrowths 
between chalcocite and bornite are, by strong presumption, proofs 
of contemporaneity .- no argument of weight has appeared against 


them, and in no instance is the replacement origin actually proved. 
4) \ 
é #4], Short, Ettlinger PYRE また Arizona 州 Magma 磯山 に 於 て , 


Prag “ deep level ” chalcosite と bornite と の BHAA « indicative 


1 W. L indgren, Mineral Deposits, 1919, 837. 

2) W. H. Emmons, Principles of Econ. Geol, 1918, 148. 

3) A. Locke, D, A. Hall, M, N. Short, Trans. Am. Inst. Min, Eng Vol. 70, 
1924, 933~963. 

4) M. N. Short, I. A. Ettlinger, Trans, Am. Inst. Min. Eng. Vol, 74, 1926, 
174~222 


本 34034) BAK h HK eS ene 


of contemporaneity ” £ gS &, [MPIC HS TE MRO Bath 
Other patterns formed by bornite and chalcocite show sharp 
pointed projections of chalcocite into bornite, suggesting slight 
replacement of bornite by the chalcocite (p. 206) 
ball, Eile BEBKIC EO o 
近年 Lindgren 氏 IL © OIL UTA CREZOUE, IL ANSE Ze Sed 
HE LEYS Sid, IC BREEAM “ pseudo-cutectic texture” 2 FO 
It is believed that in all cases the pseudo-eutectic texture represents 
a replacement of one soft mineral by another (p. 10) 
と 結論 せる も , これ が 果して 線 て の 場合 に 適用 せら れ 得 べき や Bid な ほ 
WIFEO PROS ¢ , 候 令 共 散 構造 に は 非 ず と する る も, 他 の 過程 に よる 同期 成 生 
の 可能 性 な ほ 統 無 な り LBA GF, Schwartz 氏 の 如き は この 種 の 棋 
3 OH UTES SME L し て , 次 の 五 つ の 場合 を 示せ り © 
C1) 二 成 分 の 茶 品 的 混合 購 と し て 生ずる 場合 , CEutectic mixtnre) 
2) = RARER REO BAM Ic kK CHE 同時 に 互 に 分 離し , その 最後 の 
産物 と し て 山 成 分 を 同時 に 析出 せる 場合 , 即ち 准 共 品 台 Eutectoid point に 
於 ける 産物 と し て 生ずる 場合 
(3) FA BDA ICA S SRO MARA IC & SBS 


(4) — DEP a hi & Bee SBS 
CS) BERRA IC HA SARE AIC k SEBS 


この 外 余 等 は , PE RUBS IST 
C7) ARV Bk Ic k SYS 
を 加 へ ざる べから すず す 。 
# 7H 1G BRO RH FI 
<9 6 1) hada BRIO ee HE CBR Lie 8 IE LG BS PRRE 


1) W. Lindgren, Econ. Geol. Vol. 25, 1930, pp. 1~13. 
2) G. Schwartz, Econ. Geol. Vol. 2 
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れ ど も , これ が 成 生 する 外 に は , 内 成 分 間 に 共 融 開 係 の 存在 する を 絶 疾 的 に 

必要 と し , 雨 成分 間 に 完全 な る 固 浴 盤 開 係 の 存在 する 場合 等 に は , COIR 
は 到 旗 成立 すべ くも 非 ず , 且 そ の 成立 に 際 し て は , Whitehead の 既に 強調 
せる が 如く , 雨 成分 中 た だ 一 方 の み は Joi BEV OAM é UT 共 庫 
温 合 物 間 に 散在 し 得 べ きも , MAE SEMA DL 併存 する こと は 不可 能 
Oo RSI HER AOMORI VED & HEE GREASE < OBR 
iat Ze ES LIL CGR S Bll, 双方 と も に 混合 物 と 併存 し , ok (LHS T EEE 
Jean fips SOPRA Zeik S, 僅か に Short, Ettlinger py 氏 の 示せ る Magma 

He LEDESMA と RGAE L OFEARNCHST, (E \ACZI LIS — ** cigar 
shaped” bornite の 間隔 が , bornite : chalcocite 0) 3c sade (ZIBB 6 22, 
よく この 條 件 に 適 せ る に 過ぎ ず , LS Cte & CHEPMROSFT AIS WYO T 文 
祭 的 変 代 作用 の 進行 し た る も の と 認 む る に また 何 の 支 隊 な し 。 

それ 政 若 し この 構造 が 眞 に 共 語 混合 物 な ゅ や 衣 や を 決する に は , 前 訪 の 
如く この 共生 中 に 介在 する 欠 分 の 結 曲 が 雨 成分 中 唯一 種 に 限ら る ゝ こと を 
HED tS SOK, LBM IK Ik S205 AAO MSP AR LC Pea BARDS 存在 す 
DPeGPC MEDD SAUD HT, STMAKAMROWDIEME IK DE ORK BEN 
WEI KOT, WOAH SL OB MAO IMM HED D, HOHE Ol 
の 作用 に て 生じ た り と の RBIS HED O% 要 す れ ども , こ は 必 ず し も 
容易 な ら ず , 例 へ ば 従 來 最も 度々 記載 せら れ し 麺 鉛 確 と ESADE LD 提 に さき 
A, 大 卓 開 係 の 存在 は 未だ 寅 駿 的 に 譜 明 せら れず , Borneman, Schad Hise | 
Has よれ ば , MONCH CAESARS (Fee HEEL LD, か ・ ゝ 
る 場合 に 共 品 混合 物 の 成立 は 不可 能 な る こと 論 を 待た ず 。 

特に 天然 の 場合 に 於 て , AERO Sudbury PUROM <, [RI LOM 


1) M N. Short, I. A, Ettlinger op. cit. Figs. 23~24. 
2) K. Bornemann, H. Schad, Metal u. Erz. Vol. 18, 1916, 251. 
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AD EHED & OBA O LANG <BECRT, この 構造 が 必ず し も 
次 見 せら れず , Tolman, Rogers Hi に ょ れ ば , 却 つ て それ ら の Mile, 
Magnetite-hematite-pyrrhotite-pentlandite-chalcopyrite-bornite OY ME= RR 
et し て 生 ぜ る BH, AO stunted, 少な く と も AACA 現 せ 
ざる を 示す も の と 見 る 可 く , 余 等 の 知れ る 範 押 に 於 て , ate LO BAT 
SIMMBOREALZE LS ld, Eitel 氏 の 記せ る Greendland 西 岸 Ovifak 
の 玄武 岩 中 に 含ま る 自然 鐵 中 の Cementite FesgC & HE Fe と の 共生 等 に 
稀 に 之 を 認め 得る に 過ぎ ず 。Schwartz 氏 の 記せ る Duluth gabbro 中 の 赤 
EQN ¢ WERE t OFLA ST 5, RIE —GFORMWA し 。 

RAPMOKE WOM OM ¢, BH EO VERE O と 思 は る ヽ ゝ も の に 
於 て は , その 母 溶液 に は 共生 二 磯 物 以 外 に 少な く と も 水 を 含み , それ ら 三 成 
SP FEMALE (ARAL P IS OT, 熱 水中 よめ 到 族 成 生 し 得 べ くも 非 ず , 叉 
費 際 に も ゃ 水 を 含め る 共 品 構造 の 存在 を 知ら ず 。 そ れ 贅 若 し こ の 種 の 深 液 よ 
9 同時 に 生 ぜ る 二 成 分 の 共生 を 共 散 構造 と 優 り に 認 む る と も , そ は 決し て 
Lanay の 記せ る が 如く Eutectic point に 於 ける 産物 た る 能 は ず , また 
Graton, Murdoch =e の 主張 せる が 加 く , 一 定 の Eutectic composition 
を 有する 理 な く , 最小 限度 に 於 て 三成 分 素 下 衡 賠 中 の 二 成 分 共 唱 線 CBinary 
eutectic curve) Bb — JiR RIC S AE, 二 成 分 液 相 面 の 境界 線 (Boundary 
Curve) の 或 る 線 に 深 う て , 結晶 進行 中 の 産物 た る に 過ぎ ず 。 況 ん や 熱 水 溶 
小 に は な は 種々 な る 成分 を 合 む を 以 て , その うぅ BOMA 二 成 分 が 同時 に HB 

得る 範 園 は 可 な め り に 複雑 な ぁ る べき を 以 て て, 之 れ を 決し て sesh Malt 

成分 曲線 上 の 産物 と 認め 難し 。 CRIED 


CoE: Toimant 10m Boner Publs Stanford Univ. 1916. 

2) W. Eitel, Verhandl. p. Senkenberg Naturf Ges. Vol. 37, 1920, 148. 
3) G. Schwartz! C. F. Park, Econ, Geol. Vol. 25, 1930, 658~663. 

4) F. B. Lanay, op. cit. 

9) L. C. Graton, J. Murdoch, op. cit. 


24 87 Pb $k 抄 15C37) 
る し きゃ も の 次 の 如 し 。 
た 1 AERIS, BIE, 7 アル カ う 粗 面 岩 中 の 者 
RE hl che, =F, =F, = = 7 
+i, Riebeckite, Barkevikite, #277, 灰 
RMB Ras ee 


2533, EFRUWESESS, BERBROW 
LMR AOI = 木野 崎 吉 郎 。 


I pl Ii 
SiO, | 39-27) 53-29' 37-78, 
Al203 | 17-52 2-54' 0.38 
| Fe203 0.68| 
FeO 1-52 1.54 6-26 
MgO 26:37, 18:19 40-20) 
Ga@hee titnees 25.12 3-07 
| Na,O (OWS) Bancode || Boos 
Ks20 SU cooeee |! soc. 906 
11,0 sere Me eat || eee 
F (063 Seeadeelll soence 
Jg. L. A en 12.3 
1 @aeep, U. ween, TL. cz 


CH MOE LT) S14 BT IES WAN 7 年 17) 
CEE BS) 
2534, RHR Biesm)S4b+ AMOR 
木野 崎 吉 郎 。 

Aver ¢ (2 > Kye, BS Leuch- 
を 意味 し , SE A I< a5 Av 
EL, Kl -b ic, MPA v oH PS 
15715, y1-576, SiOg 32-60, Alp,O3 
19-22, FesOs-+FeO 1-11, MgO 34:60, 
CaO 0-31 Hy,O12-:18 ょ り 成 る (朝鮮 地 
ALB He, 第 14 整 昭和 7 年 14 及 17) 
CPE BS) 
2535, RUSRRSIb MI OMe et 
ARSE lar Ta BB 0 

VAC RES AE li] 5 a IC LTE 
S ARMA IL, BES WO BIC ta 


tenbergite 


mae 
Tl, SEARS AR AH DO % © 

SPSL EE, Fiz, BER AL, PEA Cscapolite ) 

陽 起 石 , gk, TC MA, SA, HAT 

BEA, PROVE, = FU RIAL KERR, 

A> ta Ae 

RRA eA BCH UC if te UV FEL 
EBC Y CIE AER INS BE 1 5 BS HW TT] 
第 14 wet DASE, 昭和 7 AB ESE SS) 
2536, 南 Dakota ji] Custer County 
#0 Cesium Biotite. Hess. F. L, 
Fahey: NJ: 

Custer py) 7 Wha Tin Mountain 
OPRBEH BHONT v2 4b EVYCS 
eA SMBS SLM Vo Ha 
に ょ れ ば , SiO。 36-97, TiO 22.64, Fe20 3 
2-26, Al203 17-51, FeO 14-81, MnO 
0-22, MgO 8-45, LigO 0-65, Na20 0-45, 
K,0 8.04, CsgO 3:14, H2O 20-32, He 
O+2.48, F317% IC UC, & fe MERE ( GS 
Aes G~ ite &), Hy PERL, Wei I< 
Car S RPA 2=1-573, 6 一 1.620, 
y=1-620, Healt 3-10 な り 。(Am. Min. 
17, 173~176, 1932.) (jE BF) 
9537, Shain Sanbornite 
参照 。 

2538, ALGO Spencer, E. 

産 月 長石 及び 基 他 の 諸 地 方 の 
ABAICO & CO FIERY © RIC し 
て 特に Ceylon 産 の も の に つき て 詳細 な 


Asie) 2572 


Ceylon 


抄 16038) wb 
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SHR CeV, MUCARAOM SE 
Ate SPs 13,0, if cyyo ct Pw 
せる microperthite 及び submicroperthite 
の 光 の scattering に よる も の と な せり 。 
叉 其他 紫 等 の BAO HAE, 比重 等 の 加 
Pic k SHAME RU Ceylon 産 月 長石 の 特 
Bite oDRe RW ARK DKAERBRU 
CO。 を 充 せ る Bomb 肉 に て 月 長石 の 如 
熱 賞 験 を な せり 。 (Min, Mag. 22, 291~ 
367, 1930.X【 渡 邊 新 〕 
2539, BHROWAFADBH Lyman, 
at 

ラス に 於 ける 光 の 吸収 と それ に 佐 つ 
て 生ずる 普 光 と の 間 の 開 係 を 示す ー つ の 
簡単 な る 方 法 を 記述 し , 次 いで 
ultra-violet (CJS ij SFRBRABOBAR 
UKHO BIE D VT D BBR BBG 
Git f8, D BAAR IC HS TE 
11230 DERE O HOGA THER 
ultraviolet DEAORBIMGICHODPSoL 
を 知れ り 。 こ の ultraviolet OBER 
A2450 附近 より 43810 に 及ぶ え ペ クト 
L OG & BEL 23812, 23144, 及び 3133 
OWMEs SL OULD SV. (Phys. Rev 
40, 578~582, 1932.)C 渡 邊 新 〕 
2540, 湊 酸 協 類 詳 硫 物 の 熟 量 分 析 本 和 柚 
2576 人 参照 。 
2541, ボキ サイ ト の 脱水 曲線 CARH 
2578 参照 。 | 
2592, FEAR OASIS BAIT [lO 
きき て Laves, L. 

FERRE RENE IC BST る 特徴 SIO』 FRMEIK 
WAL Cz & PERE BA IC SIO, OFFS 
&UC#RLT Si:Omtti 


extreme 


absorption limit 


KY CTEO 


| 末 Mic 


HOO fh * OF & RSW OBER 
LC EB O PIRI A LeU, OZ. 
Krist., 82, 1~14, 1932.0 HL) 

2543, 結晶 構造 の 新型 , Li2d- Fe. 
の 結晶 構造 Posnjak, E., Barth, F. W. 
LigO. Fe203 の 高温 型 の 微 結晶 を 粉 
より て 検 せ る に 面 心 立方 格 
子 に 結 品 せる を 知り , そ の 墨 位 立 方 体 の 
eR OS 
CHEF Ic LigO. Feg03 の 1 分 子 
reyvemnv, COMBE IK Cit 


| 40k 4 PBs hod 2Li と 2Fe と は 化 


WIC RSK LP Hb FS 4 
BkIC frie L, IC 不 規 則 に 置換 する を 以 
て , 所 請 溝 位 格 子 は EAA eit 物理 的 に 
は その 意味 を HO, SM BAY toe oek 
70, 8RU bir bX SRO BHT EI 
る 時 に 於 て の み , 初め て HB K WAe 
な る , 即 ち 本 結 品 は 簡単 な る HEA IC HS 
ける その 著 し き 例 の 一 つっ な り 。 ま た その 
粉末 X Beg is MgO 及 FeO の それ と 一 
致し NaCl 型 の 格子 構造 を 構成 する を 知 
る 。 CPhys. Rev. 38, 2234~2939, 1931.) 
(高根 〕 

2544, Pyrrhotite © Pentlandite & 


の 平行 生長 に 闘 す る 結 唱 構造 的 考察 
Ehrenberg, H, 


Pyrrhotite & Galena, Pyrite, Marcasite, 
と の 下行 生長 に つき て は 
知ら も れ た る が ,Piemont の Miggiandone 
BED Pyrrhotite 結 品 に は , OFS IC HE 
き Pentlandite の 結晶 が 平行 生長 を な せる 
を 見 る 。 そ れ 和 人 等 の 結 品 を X 線 的 に 定量 分 
析 し て 約 05 2 の Co を 含む を 知れ り 。 


Arseno-pyrite 


fu 89 pb 


鉄 2b 1739) 


従来 知ら れ た る Pyrrhotite と Pentlandite 
と の 予行 生長 は 皆 燈 岩 よ り の 第 一 次 的 生 
成 に か ヽ ゝ る も ゃ も の の み に て , 本 結 品 の 如く 
熱 水深 液 ょ り 上 品 出し た る 共生 開 係 に ある 
も の は 稀 な る 例 に 属す 。Pentlandite の 立 
Fie hh D = [B] Aa sik] D Pj [H] & Pyrrhotite | 
の c 還 と は 一 致し Pentlandite の C110) 
if & pyrrhotite a C1010) ime eR ePe 
Yo LEO & WA © ¥i bh HERE IC RD 
て Pentlandite C111) Fwy e Pyrrhotite 
[0001] の 方 向 に 於 ける 金属 網 下面 第 離 ! 
は 共に 約 5.79 A に し て 両者 一 致す る と と | 
を 以 っ て せり 4。CZ. Krist., 82, 309~315, 
1932.) (高根 〕 | 
2545, Ses CHEM t OHA ROCO 
ESR ARI 2562 4H. 
9546, Chalcopyrite CuFeSs の 結 品 
te 
OE MERI Y= BECKY TCO) 
TERE LC BIC SHE | 
Bede SE Te Yo ARMA IS RL OL 
a—=5-24A, c=10-30 A 中 に 4CuFeS。 &F 


Pauling, L., Brockway, L. O. 


み , Diy te S MEIC IB L, HEF BRIA 
EG PS De ho yaa oy 
4Cu 000; 5 0 5, 9 9 2° 05 4 | 
jo A IN 
Ake or 99 43 oo Oo 7 
SON RCO TE ee eo 
bees tags a 587A 
RL Die, AG 
Pismo orig ae tae 
it 5.41 3.3 
eign SO win, TO 
U=027, tS EMAL Y o CORT Hh HE 
は Sphalerite の 構造 に 似 た る 正方 型 の | 
F oO 
も の に し て , Cu-S OR GIEM(L 232A 


Fe —S=2-20 A な CZ. Krist., 82, 188~ 
194, 1932). CARD 
2547, Azurite Ofpsaiiae 
Securitas 

Chessy 産 の 可 成 大 な る Azurite の 結 
上 品 に つき て 和 銘 款 結 品 法 に より て 研究 せり 


Bras- 


| Oo 
Bragg 法 に ょ り て 測定 せる に a= 496A, 


b=5.83 A, c=10-27A に し て a:b: c= 
0.851:1:1.76 te SiHWRE HE V oC Os 
me 38 と UCHR RODE & at 
せる に 2 と な れ り 。 そ の 属す る 空間 群 は 
C5, な る を 知れ り 。 各 イオ ン の 沖 標 は 区 


PU Lo 

| 1." | 0g) 4g 
CO hy IAL CPAs? ae 
405 | 156 38 | 106 
AO'a 1) shh S602) 7 6hen SS 
40H | 148 | 249 | 154 
4C 68 69 96 
2Cu I 0 | 0 | 0 
ACU ROO SOS 

| 


静 電 原 子 偵 に 開 し て は ょ く Pauling の 
注 則 に 従 へ り 。 COs FE ld Calcite 叉 は 
中 に 於 ける 如き 構造 を と る を 


Aragonite 


| Fee, ERO HEC Cit Cu ORES 


6R5t-),Cu0 14 4 y ARR O BY 

2.05 A, Cu-OH の それ は 24A な り ,O-O 
oO 

の それ は 27A な れ ど る も COs 群 牛 に て は 


| 2.258 と な れ り 。 人 千 Lorenz-Lorentz の 式 


% FOC RD AA aim & een ih 
と 結 品 形態 と の 開 係 を ゃ 考察 せり 。 (Z. 
Krist,, 82, 195~209, 1932.〔 高 根 〕 
9548, Malachite の 結晶 構造 


seur, H, 


Bras- 


# 18C40) ib 


oh 線 90 


ROHS OEIC KY CL OFE ANAERE & 
完 を せり 潮位 格子 は ュ a=9.38, b=11-95, 
c=3-18 6=—91903' と な り そ の 中 に Cu 
CO』Cu COH) う 2 の 4 分 子 を 含み その 空 
BRI Ch, , Cw は 1 三 09, 02=75°, 43 
=45°, Cug td 09==95902==37:59, 63 
= 225° L tet Vo COs 和 群 は Cu Pi Oh 
fice Y Cult COg FEE VLD EKTS 
SHA eI Re 0 CZ Krist., 82, 11~ 
126, 1932 CAD 


BASRAUS 


2549, Aim eHe ORR IGE T Eskola, P 
AE PSR BRP SARE FED IC ELT 
SSR * 基 性 岩 ょ より, 他 の 一 部 は 単 向 余 
の 深き 臣 域 中 に て 部 分 的 に 再 燈 融 せ る 岩 
AML VOR INS MB AS 3 Mo 
PEMIC kU CHEE UCHR & FABER 
UCHE btu, R—Fj He heal ia crystallizat- 
ion differentiation の 方 法 に より 生じ , #. 
っ Archean formation 中 に Crystal settling 
One RE, ZIRE teat 下方 
(COC ORS 増加 し , 分 化 作用 ICH 
ける 搾 出 の 重要 さ を 示 せり 。 HO Cry- 
stallization differentiation の 定理 に 依 れ 
ば , FE RRA aD aka AER AO HERR IY & 
AGS 3 ME AIK VF SROKL 
て , Plateau basalt の RAP ao Pee HE AE 
FAC BSC BRINE AE fd BR aE & AE FS 
iC #4. 9 5 Ho Plateau basalt po ys 
ORI, S72 A ト 分 結 作用 及び 最後 
に 生じ た る 硫 物 に 開 す る 閣 論 は 要する に 
人 花 賠 岩 の 構成 を 促進 せる 物質 の 或 量 は 
Plateau Basalt ょ り Vy 一 般 に 搾 出 そら れ た 


る も の な リ り 。(Min. Petr. Mitt. 42, 455~ 
481, 1932.) C#RA) 

2550, SAA {tO low T Eskola, P. 

SAAD RY DRE 7 HENS ah & CRAG IS 
ROM BEV, 

1) 岩石 中 の 分 化 は 結 品 又は 結 品 の 集 
合 物 の RICKY, 叉 は 最 ゃ 溶解 し 難 き 
物質 の 集合 , 或 は 最も WHHL A= Wao 
抽出 及び 再 洗 涯 に 依り て 生 ず 。 2 の 岩 塊 中 
SKULL BAD bE BML RR 
(MER Rite o phic) CASS TH 
LC 2S MS Beth ti i) SS Sb AE 
te SBATRS Uo HMLOA Bld concretion 
principle ic 40 CRW tr, VAM LAE 
き Py ASH SILL RBI BMABRB 
化す る の 原理 に KV cRMWsn, PKK 
解 し 上 易 き , 物 質 の 抽出 は 溶液 の 原理 に ょ よ 
り 詩 明 ミ され 且つ 著者 は 之 等 の 原理 に 就き 
て 例示 UTC afte Y 。(Ext. Compt. Rend 
Soc. Geol. Finlande, 68~77, 1932.) 
CREF 
2551, MUSA IAF HRW ICSF Se 
質 木野 崎 吉 郎 。 

ASB VL Bi TE da © BAB IC KOCH 
JRaa BIC AEE 3 HE (phlogopite) PRE 
に し て , 接 答 部 に 於 ける 岩 相 は 

(2) 石灰 岩 (DALEK 4 - (c) 

母方 解 石 岩 - (d See A A 

eC) CERBHAE - Cf う 正 長石 

CHB AS -() CHAAR AH 

Ch) Biante he 
の 順に BBS HEY, 時 に は PBB 
石 岩 が 不 規 則 脈 和 駄 を 成 し て 石灰 岩 中 に 
AL, QE TFA, Ra Ba 


線 91 cea oe # 19C41) 
(Scapolite)“& % #P te ~ oo BB fee sh Ft [ia] 5 | 最小 る 最大 | BY, i 
14 HERE 14) C 渡 邊 高 〕 | | 2 : 
2552, EAERORBICLSRBRO) Ae, 35928 6080, 6400 
tERTEABOSRE AHH 2575 参照 。 Fe, 03 0-79 365, 2-40 
2553, 三成 分 系 CaO-Na20-Al203@ we 0-21) 154 1.22 

3 CaO 876, 14-63, 9.96 
研究 ASH 2573 参照 。 MgO 2:28 2.98 2.50 
2554, AM), sD PUA 火成岩 K,O 1-47; 3-90) 2:3 34 
POLERA ALOT ET. eee hk Sie ea eae 


Ri PULA nll 2.2 ME 
lL 長白 面 産 = デリ ン 花 賠 岩 
Tl. 北 圭 日 面 産科 長 岩 
Ill, 同 ア ルカ リ 畑 面 岩 
IV. BART oY Sas 


led ll seus) SRY 
SiOy | 66:00, 58-38) 63-52) 47-82) 
AlgOs! 11-94) 18-25) 15-80) 18-85 
Fe,Os| 3-90 3-08) 3-47] 4-96 
FeO 2.89 3-89 2-89 6-06 
MgO 0.92 0-80) 0-45) 4-85 
CaO 2:16 3-76) 1-23) 8-52 
Na,O} 4.55) 4-57) 5-65) 2-52 
K,0 5-55} 5-56] 5-50} 2-48 
H,O 3 0.19| 0-95 
TiOg 0-23) 0-49] tr 1-47 
se 205 tr tr tr tr 
MnO O15) «++ 0-05) 0-14 
SOs 0-42) «--+- 1-12) 02g 
Tels 0-50, 0-73] 0-24! 1-60 

C33 ee ELT 9S 14 ee Fe 17 う (渡邊 高 〕 


2555, MEO KD Lee HT 


Hitt, 河南 , PGR MOM 10 種 を 分 
析 せ る 凌 果 次 の 如 Lo 


HU BHE LC EEPR RUS BEAN TED, BD 


は 必ず し ゃ も 多 か ら ず , HOT 多量 の 石灰 
を 有する は 注意 すべ し 。 (Bull. Geol. 


Soc- China, 7, 192, 1928. )C je? 85) 


556, Rap PSYRKN, パラ ボラ の 

花 賠 岩 - 阿 長 岩 - 石 座 岩 Shand, S. 本 
Palabora は N. E. Transvaal の Seleti 

MN & D Fp ink BKO AK IC He > 


Yo 


Ji} & Olifants 
る 地域 に し て , 中 心 部 に Lulu Kops 
Lulu Kop % fii RS 3 HF in ALR A av 
ay + ye HAC KU CHASES Bae, E 
IOI Y CLEA © EM LHe 
% SMU LAE RAS BIC EY CHD ESO bh 
ATED es AUS ALC EA Hie ALi SRF MI 
に より て 切ら れ , こ の 岩 脈 は Karroo age 
の も ゃ の に し て Palabora Complex kV 4 
tbo 著者 は Palabora Complex Fifi 
の 岩石 に 就き て 弟 微 鏡 的 化 各 的 研究 を 行 
ひ , 更に 其 成 因 に 就き て 三種 の 分 化 作用 
に 依 れ る 事 を 論 ぜ り 。 即ち 第 一 は 花 論 岩 
SUWNERAIK BSA, ARO 減少 及 一 
TERRE © FES AR la EVE IC & 
VR SS, 4 ave Y GRO Bi 
ABIES CT: BARRO GAD HIM e WG 
FEC CMMIS SHEATH, 第 二 は ショ ミン キ 
Y BROUGH BO MT © HEPEL, AD 
( (APSF aE kU BATHE hh © PEER HE 
積 に より て , BHF i) SBE Be Vo 
第 三 は 長石 中 に 正 長 石 が 集中 し て 草 長 石 
が 控 出 せら れ た る に 依る 。(Trans, Geol. 
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Soc. South Africa, 34, 81~105, 1931.) 
CRIA 3 

2557, Cserhat WAROWBAS luis (cH 
tT Vendl, A. 

ELE BIC AD © AY GER & 
45 O % OBR bh HA EUF IER I L CRA 


BRA, BNL, SRT, YSERA, 斜 長 | 
A, FL ORB V LEO, PAC MR IC | 
は 隣接 山脈 な る Matra ply BIH IC — APA IS 


FMS oS MARR bri. # 
に 著者 は USEEE ARS 3 個 , BGA 
RA a Re et 1, BO A 普 
MARS 1 個 , BAS 方 輝石 石英 
。 宏 山岸 1 個 都合 6 > HEAD HTH & HAT 
これ 等 の 分 析 せ る 燈 岩 に 就き 更に 化 由 的 
HEU C3 TRY © HEE OFFA Te S EE 
ME F~ VU , MH LU CARINIRO ER @ 
RD NC (LEI Ke SBME te CEA Et 
IEMOABR HM te 0 tS OREM Te S 
Szentendre 及び Visegrad 山脈 の 燈 岩 と 
その BIDS 比較 し , 更に 最後 に 
Pannoischen 盆地 の 例 北 部 周 線 部 の 5 th 
方 の 第 三 紀 火山 岩 CLIRAEBRCD Od 
の と 同一 賠 圧 に 投影 し て 比較 し , その 分 
ACAI fae bE LS pais Se EBT OV, 
(Min Pet, Mitt, 42, 491~549, 1932.) 

C 河 野 〕 
2558, Wisconsin Ji] Barabo 地方 の 
AMS Stark, J. T. 

ACU IC UND 2 SWRI A Hite B & ARE 
(LRT SCHAD fdr VY XVID I SAK 
な り と 言 ひ 著者 の 新 見 解 と し て 次 の 語 項 


eG EV, 即ち Alloa に 於 ける 奉 片 質 | 


i OUE IE© Hi BPH BAEC UC Baraboo 


FEY o AREA te DY BCL, Baraboo 河 

の Lower Narrows に 於 ける Sheared 流 

SCHEER £ UA Sc E, Merrimac 

Township Ic Sit 3 Sra te wi BBN 

iH te Bx k, Otter Creck FE fA Is 

Baroboo FEARP~ OPA Bie YU t O~ 

を 確か むべ き 人 資料 を 鉄 け る と と の 諸 項 を 

輸 げ た り 。CJ- Geol. 40, 119~139, 1932.) 

(河野 〕 

2559, 南東 アラ スカ の 始 新 世 火 山 
dington, A. F. Fairchild, J. G. 
南 束 アラ スカ の 始 新 世 火 山 は Mainland 

の 放 海 地域 Alexander Archipelago の 

Prince of Wales ORO OF RE RIC 

横 は り 長 さ 200 Dip 20 MEIC ah Z— 

mete Vo 本紙 は 10 個 の HE PAR 

岩石 旋 載 を の を た り 。 炎 山岸 及び 錠 入 岩 

中 或 る 部 分 は 正規 の Calc-alkalic の 性 質 

な る が 或 る 部 分 は 正規 の も の より リア ルカ 

YS ¢ Ti & LCE Ao te & Rie- 

bekite, FUARUGRA t ZA Yo 

(Am: J. Sci. 23, 490~ 496, 1932.) 

C 河 野 〕 

2560, 昭和 四 年 の 駒ケ岳 大 活動 と 他 の 二 

三 の 火山 の 活動 様式 に 就 て TE RIE 
著者 は 主 と し て 火山 活動 の 前 徴 に 閥 す 

る 事項 , 活動 中 現 は れ た る 主 な る HRA 

びに その 噴出 物 に 就き て 述べ た り 。 火山 

活動 の 前 徴 と 見 る べき も ゃ の 多々 ある も 本 

MIS CLA E UTAW AVM © BIBL 

に 就き Me Lt BRO Wir4aie 1 A MB 

火山 の 燈 岩 丘 の 成 生 , 明治 43 年 8 月 有珠 

JMO AGM BD 長 さ 3 KF 40 HRD 7) 

WKH © BYE, 大 正 3 年 1 9 BARS 火山 
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i 93 pb 


#8 21043) 


DARE IC FES IRE OW, 鳴動 , HEB 


中 の 電光 , BER IC IT S 本 地域 WARD | 


LAROU EE IC RX FEM IC UES ICH 
Al 4466 HO > H KUBOMRU, ZI 
伴 ふ 地 毅 の 上 下 運 動 に 及 べ り 。 谷 前 徴 と 
見 余す べき 現象 な く し て 大 爆裂 を せる 明治 
21 年 7 FORMAL Se & HE Lira & Lees 
WHERE te SAB EAS S WT Ye @ AFR 
K WR EE ICES HEY og RBICAF Re 
(Uy LABS AD SUE IC WEE EE 2 te Ae 
Fy % WRB LEGS Lt aA Bs ED iF IK fh TS 
% OILERS RAAI LCZIKRLZ 
& WE IE FG IC HE ARF ee bw AEE 
Bagh, & FRE BAR % RS dae ICU HA > S 
b DIL LU ¢ ERIK Hed 3 (AAR RAE 
の 機構 と 岩 此 分 質 作 用 等 に 考察 を 進む る 
に 大 切な る 現象 な り と 逃 べ 人 告 火山 活動 前 
の 岩 此 の 活動 は 其 の 中 に 生ずる 結 品 及び 
結 品 作用 の 研究 が 重 意義 を 有する も の な 
り と 詩 き 複雑 な る 結 品 作用 の 一 例 と し て 
Bi) o> FE ia BO BSA © Ae Hse & lala 
YU 6 CA 1, 5-~15, 1982. ap EFI 
2561, siEBA WEE JEL RARER 
HAA 5 4B 8 AA OA _b & 
BS Hio EK LC, その HED FAR 
OA EE ERB Le] BEAM Ze Be 
FE REAE US IC % OFEO IC PAPTAR E & BE 
載 を り 。 (火山 1, 16~19, 1932.) yf BF I 


2#enik & 


SS 

2562, Sh & HERO AAA he BER 
l=#ET Bateman A. M., Lasky, S. G. 

4: BS ORR (CES % FRSA BAA 

haWRS So LICL C, M MB te SARE 


IMT SLOTV, COPE BEIC VALE 
lok YU CTPRRICBMET Zc ewe EHC 
DAB AT E UC OTEFET ZL OLE 
~5S SICBY UBS, HSI PATE Ses 
hypogene origin の も の な り と 主張 す ベ 
& PEP IC OD & te EKER) EAS SBS DS VY 
CHA Bam DIVO \ } SYA UG 等 


Wh ETS ML < OPEB DS 91°C な る 


故に hypogene origin と し て 考 べ へら る ・ ト 
FYE, この GippeesaPElt その 産 
出 極 め て AIC LT, 多く の も ゃ の は HF bh 
RICKS 9 COR GMBIMD TZ RILRO 
3 つの 場合 に し て , C1) MBE — RAE 
FAQ) BAR 4) 形成 を もら る ヽ る 基 温 度 
vi 91°C BBD ZZ Lt Lo C8) HEH 
P°C 以上 に て 形成 きれ し ゃ の が 基 後 温 
JED FREI LD CAG I RICBBY OY, 
合 等 な れ ど る も , 之 等 3 つの 場合 を 臣 別 す 
る は 普通 困難 な る こと となり 。 それ 故に も 
LiiigaMi2zs hypogene か supergene g>2 3 
ふ 事 を 明か に 示す べき 何等 か の criterion 
DS PIAL UE ACI LO ARM % FM S LIC HP HK 
te Yo LICBAT SFE RB FEE IC 
WC OMIFEL RRA Bir ikte LA, ARE 
fede % TYR PR kV ESATO BRA & BO 
LIKE LYS ELS, X MAH RO 
HES C DORMEO PEA ICM T BWI SO 
ZS SLIKCBSSo RMARFICRG OH 
AE Ae RU ERC Gea MLSE I< ST [ie] — © [BL YAR 
Ripe LEOkUMAY LIOMAPE 
WEEE IC REY URES, WERE GIRS B FHM 
CAB BREET SLOICLT, HI 
AR MAIC HEC, その 共生 閣 係 以外 に 
PARA oS "ERC DBLYAPK % WB oe Lb 5s WY 
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Dt we VAIS KDHE Sr PBPER 
Shite CMC, BK -RORALE 
す 。 著者 は Kennecot PRYOMA ICH 
て , RRO FRO TRICK BABA LC 理論 押 
見 解 を 以 っ て 詳 論 そら れ た り 。 (Econ. 
Geol., 27, 52~86, 1932.)( 1p BF) 

2563, Pyrrhotite と pentianditeé 
OBTERIRET AHH 2544 BHR. 
2564, Sse SMRRO FLEAORE 
構造 ANH 2546 ~2547 人 参照 。 

2565, Alaska, Glacier Creak D%] 
硫 康 に 就 て Bateman, A. M. 

此 太 床 は Kennecot Mik & RAM L, = 
eS BeAr ssa Re HARI UT, 其他 硫 
ALSHOK, PES, ROIRE LAL, EO 
5 BHUGAMIL Kennecot 2 fap Ic Mak 
る も の に し て , FKUCOHAMe C1) 
steely, (2) fine crystalline, (3) coarse- 
platy の Sic [am i) LE & IRAE F IK 
於 て 偏光 々 線 に て MRT iit, 2EO— 
種 は 津 軸 品 系 に 局 す る と と を 知れ り 。 夫 
HURL Kennecot 2 CS RO 
ERSADR 2 AGL 91°C 以上 の 温度 に 於 ける 
上 昇 熱 水深 液 に より て 形成 そら れ た る る も 
DLB~bd, BKOBRLEK ALE 
右 灰 岩 の 変 代 に ょ り て 生じ , SBE HES 
TRO TAS EMER TE IC CUBS LBD te 
Yo BARA te VU HMite SL OV bk 
X ¢ PAM %e SATB LIAB VC MO 
AVI CR ROBAK EU 
LEER S We te ¢ TG D> % PEI LA 
AFRO BL & SAX SR OAM LIER 
SC EWM tr &, Hy 10 WES fgc quartz 
diorite porphyry OFFI SZCL EYE 


( ZA SIR UK © AU & Te THO L 
B~bS_ CHB RA wiv CBS 
られ 得 べ き 唯一 の evidence は , Wikis ia 
温 の 上 昇 熱 水性 の も の に し て 廣 き 面 積 に 
下 り 一 様 の 組成 を 有 し その 人 金属 を 大 部 分 
Chistone formation O}2 FRRIC ys L 
め た る も の な り と る 。 (Econ. Geol., 
27, 297~306, 1932.)( PEF) 

2566, 北部 Rhodesia の N’Changa 
Mine th} OQMERICRET Jackson, 
GE CwA: 

HO WW & Met L, Beit PESKY 
OBAGI IS し て , 局部 的 獲 質 作用 に 件 
つて 形成 せら れ た る epigenetic origin の 
も の に し て , MLO tei ICAU MC 
LORVLRS¢ IRA & と し て AR, BH 
RA, 白雲 坪 , vA, 方 解 石 , ALAS & 
Ai L, RAO ite Sd OL SATE, HBV 
Bi 2 AN b PRU SRA & LC BES 
hi, HRSA GRE & ZG IC HES o 

TiAl IC (RESIDE & HLSATE L © Ie KR 
共生 を な せる も の あり て , 之 に 就き て は 
‘#-c Bateman は primary Chypogene) 
DPEAG & HEAT la) AE PRUBIC & VC AE 
CSE, ORVL AS, FH RHIC 
supergene solution k V jAJHE YEW LC AE 
じ た る 共生 構造 に し て , 共生 せる BESMTE 
WIEBE IK FEI D LSAT IC k DC HRS 
KH ENRESLOHVLERS.. 即ち 著者 
(d= DICH L CBC RUKIE ME © HE FNS 
So te & Ti) AE YAU & BRA CEIH & C(I] LC 
考 へ , 此 場 合 何れ に 属す か を 決定 すむ が 


た め , DAT % APR IS CIPS fit L, 或 は 偏光 
「 線 に ょ り て BE Le SEM, BEIT BK 


if 95 f 


Nz 
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SiR FE yC supergene origin な る と と を 
確 め , 叉 共生 せる HGIIRIL—O 個体 に 
し て 同一 の orientation を 有 し, 普通 変 代 
作用 に 於 て 見 ちる も ゃ も の と は 公 く 趣 を 異 に 
LC HESHRE S BEER ZY OICFES SALE 
tad L, MIRAE & tee S BESIDE PIC 見 ら 
S S GAM Te Z HE SIH HR 0 TBS Bah JSC HEB > 38 HE 
全く 後期 た 形成 を られ た る も の な る 事 を 
WA eV, 

$e ABE iC a se be RSI & 
OBI ERIC Mus CHEM S Wf VY .CEcon. 
Geol.,27, 247~279, 1932.) 0p 35) 


B ih fi ik & 


256/, AihiERHO Radium 及 び Hel- 
ium (RET Krejci-Graf, K. 

EBOWERS Hilo MO Re AE 
Sic kas, HHH DO Radium の 含有 
BEIT IRE fi]. OBA ctr. kV AIC 
Kit Vo Wi UC OP & SAT SB AEH 
地下 水 に 於 て は Radium を 含有 する 場合 
は 非常 に 多き か MK 殆ど 無し , MRS ITH 
田 水 は 硫酸 根 の 微量 な る 事 を 特徴 と し , 
AL Radium を 含有 す 。Radium 及 Uran 
(LAI KU CBee bo LEO 
に し て , CO Bid, AWE b 重要 
性 を 賊 炭 す る も ゃ の な り 。 油田 に 於 ける 
Emanation は 強く 吸収 し て 居る 石油 ょ り 
生ずる も の に し て ,Helium は その 分 解 に 
よる も の な り 。 AUR AAA 
の Helium は . 堆 積層 中 | の radio-aktiven 
Mineralien 或 は 火山 作用 より の emanation 
CHR S40 YQCZ. Petroleum, 28, 
12~14, 1932.CAA) 


2568, ALK GRA A OM Bloesch, 
Oklahoma 南西 の Cement 油田 に 氷 て 
10,079 ft 即ち 3074 3m MBIF 1c RAI V 。 
営 油 田 は Oklahoma City と Lawton の 
PELIC HLS B Myer O BREE IC HY, 
1917 ICR SLO Y 6 MUO IW ea 
期 に 愉し , 含 油層 は 
1500~2400 ft, 3400 ft, 及 6500ft な る が 
更に 深 含 油層 を 掘 疫 し , 今年 一 月 に は 日 
pe 14 高 cubt ft > RUT e -pako Fit t © 
産出 状態 に あり 。 こ の BED 鐵 管 は 
80ft Yala 12 a, 5525ft Yerk 9, 9777ft 
id 6- ョ を 使用 し , ョ ー タ リー に て 9 
月 間 に 完 成せ り (CZ. Petroleum, 28, 14~ 
15, 1932.)【〔 入 木 〕 
2569, 北ア フリ カ の 石油 Cizancourt, H. 
AM ac tk Morroco, Algeria 及 Tumisia 
の 推定 油田 を 構造 地質 第 前 に 基 可 能 性 を 
論じ だ る る の な すう ALT ZIAKRWe 
Thionanet 及び Jabal Tselfat Ohya 
WIRD Sh Fy 2 BSE He FLL HG EFC IS Bape 
Vo CORKS EA LER O IMB te SHE 
REWARD ABD te SIC UT, 
CRS SAS & KL SS diapir fi; 
造 を 示 LICSW EE AE IC LC RRR B 
Wire SBE BY. RBGLTED wi Ic HS 
て は 充分 な る 地質 調査 を 必要 と する も の 
な り 。 筆者 の 調査 の 結果 に ょ れ ば 多く の 
有望 な る 地域 あり , 詳 細 な る 地質 調査 と 
試掘 と に ょ つて 北ア フリ カ ヵ カ の 石油 間 題 を 
MRR LES LOLEF, CB. Am. A. 
Petr], Geol., 16, 443~468, 1932.) CAA) 
9570, Overhanging 岩 協 園 項 丘 


は Pennsylvania 
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Judson, S. A ete 

Texas  Barbars Hill の Overhanging 
> SEM IATL LE > FEEL WIE 2 UBB 
られ た る も の に し て , 62 If OME oO xe 
に よれ ば , Overhanging (SALTY IC AC 
最も ゃ 小 に て 40941300 の 差違 が 認め ら 
bo PHRICR ClLEKO Overhanging を 
my UFCW TS S PEEL BASE OO BFE A ie SHE 
ARATE Wate b Fo IANA ke & E> hh Jae 
t OBR ILS IC Overhanging を 生 ぜ 


9572, Sia Sanbornite 


L&% KH SUES JLB > De Be OSI Fa 


BEDI AOE LOE SOAKV, 2H 
Overhanging Jit (2 [AW > _b ESE BH 
に よる も の に し て , 周 園 の Bio 浴 解 も 
副 因 と 推定 せら る 。 勘 の 如き Overhan- 
ging DHE Gulf Coast に 於 ける が 如 
く , 石 油 の 大 な る RAGE 期待 し 得 さ き 
も の な り oCB. Am, A. Petrl. Geol.,16, 469 
~482, 193820 AA) 

2571, Flysch eho BitHey 
Filipesco, M. G. 

Roumania の 東部 Carpathia 山脈 の 
Tisaru jp (tA, WA, VRB EU RS % 
の に し て , その 泥 灰 岩層 に は 5~80 cm の 
chert 及び flint ERAT © fii LC YER 
ECHR & BRU te EE HERE YD £ © FIC DR 
STV ERIC DS SLA AB So YER 
Aa iE NC (SZ YEA Be BAER D ALB B 
Yo CABO BALA as PEPE A chert 
及 flint OHUW & ted 4 oO we bBo 
LEO AS BRA LEER SAWS Bic 
CaCOgic kU CHAY Bike Zs IC Dd 
る も の が 存 す 。 と の 場合 に 石灰 化 そ られ 


た る 化石 は 初め ょ り 石 灰 質 の 化石 より 


EH SbOrV, FBLA e mo te eay 
vie a 
に 支 覆 せら ちら る ヽ も の と 推定 を ら 

(Compt. rend., 194, 624~626, 193 nes 


CHAD 
Ze Se J FORD 


Bao. 
2 SiOg 

ATA IE =A ASAD barium disilicate 
MJ Mariposa Co. \c 
+t Wo gillespite, celsian, Swi, BRA 
AAR, BITE AI & BEE し , aepiR BR BCA IC AE 
ぜ る が 如 し 。 BAK AES AL, SR HA 


Rogers, A, F. 


に 属し , California 


Ries COL) RYO) KSB Se 
開 あ り , SSD LO vase lt 3° 


36 及び 5°30 te 5 a=1-597, 6=1-597, 
y=1616, 最大 複 属 折 9-027, Heth ay is 
(010 う ) Het U, 2=66° FAL, HK 
SVELA LS. PRICK CBB IC AR 
せら る 。 終 方 卓 
Bowen KC EY NID 


AAD BaO.2 SiO, is HET 
“FIV vy 春子 
PO tatty & LCHSL S i, UM Eskola (g 
KNIT RED り 。 BIC BaO.2SiO。 
に は 同質 二 像 の 開 係 の 存する と と が 知ら 
4v%& Ste Y CAmer. Mineral., 17, 161~ 
172, 1932.0 7e) 
2573, 三成 分 系 CaO-NasO-£1203 
Brawnmiller, L. T. Bogue, R. H, 

本 三成 分 系 中 NagO a Ar & HR D AR Hy 

ARREIE] 2 RAE L, BH 合 物 の 安定 度 を 定 
め た り リ 。 二 成分 系 中 CaO-NagO に は 化合 物 
存在 せ ず ず , Na20-Al2O0s に は 融 申 1650° 
C を 有する 唯一 化合 物 NagO.Al20。 あ 


i 97 yp 
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Y, MALES S Al2g05s は 常に 8B 型 な 
Vo estar は 周知 の 如 し 。 著者 等 


は 新 三 成分 化合 物 と し て 3Ca0. 2Na,O 
5 Al20 3 tc 8 CaO. Nay.O. 3 Al 203 
を 北見 し , CH FORA MLIC X BAHT 


5 % FBG V fo) Wee SHE Sh SAE 
邊 は 次 表 の 如 Lo 


| 
At 物 3 2 
Na.O- Al 20: 3 Puri WR Uh 
P-Al5Ox3 AR 
|3CaO-2Na.O0, 5Als Og Fu HTIK 


'8Ca0. Na. »O- 3Al 208 


Ba 
it 


a—1-566, af 580 
w==1-678, «1-635 
n=1:592 (mean) 
a=]. WE A 


age si 8 CaO. Na,0-3 I 
は ポー トラ ンド ・ セ セメント の 主要 化合 物 
3 CaO. AloO3 & FEERFAAREY , & xy b Ip 
DEG RRR D WE LA Ete SES 
te 0. CORI aM Mc X 線 
AUT RIC WSC Hie “CHAI & AGS SB UL BAL 
HZ cL Y, BS HEAT IC 3C3CaO. 
Al,O3) 中 の CaO の 1 人 分子 が Nay,O 
に ょ り 置 換 を せら れ し も ゃ の と 解す る を 得 
Lo (Amer. Jour. Sci.. 23, 501~524, 
1932.) CAN) 
2575, フー ラー ス ・ ア ー ス 及び ペン トナ 
4 LOR «CKerr, P. F. 
FrFHA- SHADER ROL 1S 
smectite と な られ ベン トナ イト の それ は 
montmorillonite 2 され た り 。 FEAL PND 
物 の X 線 箇 折 線 を 比較 せる に 公 く 同様 な 


fi, 


# 


ie 


SUM Y AED O RL 赤 殆 ん どー 
致 せ り 。 MOA ES AM te SRE RE 
と し て 産出 し , 中 位 の 複 属 折 を 有 す 。 そ の 
RPT ANZ RZE INL, 但 し ASA AT HE IK 
KV AZDOMMHE & ILS 


| See | Boy pee | 


‘Montmorillonite Smectite 
a= 1.485 a—=1-490 | 
y=1-506 y=1-506 | 
y==0-021 | 


Pig | y-a—=0-016 


| 以上 の 辻 験 の 結果 に ょ れ ば フー ラー ス ア 


— ADK LHR & e~ br Fe smectite 


| は montmorillonite &fRF~X 4 OV, 


(Amer. Mineral., 
CT AND 
2575, FVRORIEIC 4 SBREROSE 
ERTER OS RR Ehrenberg, H. 

E56 (LITA @ HBC kV Ca-Mg 5 
PR OD GRE jy Tc CaFsg, CaCOs, MgO 及 
び S102 EY CBANA Ott Sst Cay 
Mgs5(SigOi)oF, OA RICMIG & 3 Ue 
47 & ASE L CHEB b 54 Oe 
下 に 於 て 種々 の 湿度 に 加熱 せり 。 か く て 
反 座 の 階 得 及び 時 間 の 影 結 を X 線 分 析 に 
ょ り 検 測 そ せり 。 そ の 結果 に ょ れ ば 620°C 
D JOKE ER et UCI AEA & AEE し 
as, X PAV ICIE C CHAD 3S Ete VG 
750°C (CPSC HUE A © BSE — Je 
進み , 更に 新 相 と し て 秀輝 石 の 品 出 を 見 
FeV g BAIS AIC kU EAA AEE L 
4, ORE BB TF 800°C に 於 て は 
前 と 成 生物 に BM ete ( , HEEB EEPR YS AE 
7e¥E AL te > YY *— CCentb. Min. 
A, 1924139, 1932.) G8 7K) 


17, 192~198, 1932.) 


Ar 


yp 
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2576 AHA, SELBR U GRAD 
BOR 田所 芳 秋 。 

閉 者 は 加熱 曲線 に 於 て 匂 態 熱量 は その 
eR ICL Zo L を HEL, ih 
WBE IC kU BOAT SEE YO 
EUS JE HY SM A SB > az IC MB & dv 
PLO ERE A BLIC LC aE] IC -C RE を 
RE UTES FBS V . MAAC KV 
PRB oe PE De © Fy Ak % UAE し 
Xe DH RB VC GUE PEACE IC BEE AL 
と を せり 。 製 鐵 記 使用 の 4 Mio ARP he 
見 産 石灰 石 は 分 解 圭 403 cal/gr に し て 最 
b DMR LA. , ME RF te Uo TI EE 
ADRAC oS PS SIC LE 
WAR PE IE 361 cal/gr te SIC L, mK 
felt 344 cal/gr (CLC, BIO RD ML 
上 易く Magnesioferrite の 成 生 赤 迅 一 な り 。 
RIC FEI AG 4 AIC HEC WMS SHH MIC k 
れ ば 大 連 産 苦 灰 石 は 最も 分 解熱 大 きく , 
419 cal/gr kHPL, COPE AIK DERE 
る も の な し 。 猫 熱量 分 析 の 結果 ょ うり 苦 灰 
BaD Pe RSE MLC ag Ub 。( 製 鐵 所 研 
完 報 告 , 11, 1~80, 昭 6】〔 吉 木 〕 

2577, AAFAOBA AH 2539 eR. 
2578 K—-EUT FOMBAROARA ER 
種々 の 含水 アル ミチ 及び アル ミニ = ウム 


Bt D HZ OMAK HAR & PRD KD KS | 
後 , ボ ホー キサ イト の 組成 並 に 性質 を 推定 | 


se AL EE YG WBA PR IE BOR RE & 68 FA 


Yo ROW RK LILI IY AER | 


U4 bU—-DFOMAKESLBAE 
アル ぎす を 主要 成分 と た し, FAT ARR 
ル と 略 同 温度 の 5002C 陰 近 に 於 て 約 152% 


の 水分 を 放出 す 。 然 れ ど も Al,Og HeO 
に 知ら れ し 二 型 の うち 何れ な る か は 決 す 
る を 得 ざ りき 。 RICE ) THESES — 
キサ イト は 人 工 AlpOg 3HLO と 同様 
2 Atk BHR E ae し , 2370~320°C IC SCH] 
25% DIK BIO, 猫 残 験 の 約 5 DIK 
分 は 550°C CHS CHUB LBS, KUCH 
洋 産 ボー キサ イト は 天然 の ギブ プ サ イ ト を 
主 成分 と する も ゃ も の な り と こと 応 定 せ りり 電化 
52, 40~48, 昭 CHAD 
A Pe 

25.9, BROMUS SZBRER BODE 
量 Grass, W., Cabramshy, C. 
石炭 の 灰分 の 含有 量 を 工業 的 の 意味 に 
Bev CHEEK Kb SX GRINKE SR 
DICT, CO HNO BwHOK (Ebner S— 
種 の Photometer を 以 っ て 石炭 の 白色 度 
(Whiteness) と 辻 測 の 灰分 量 と の 開 係 を 
求め , その 開 係 ょ り 同 種類 の 石炭 種 の 灰 
分 含有 量 を 白色 度 の 測定 の ろ み ょ り 測 定 せ 
ん と する に あり 。 著者 の 試み た る 約 852 
DC RBA Bie Wie Ruhr 産 ))C BAH 
HE 75%O EER Silesian jp he RU CF 
180% OD PRK Silesian 源吾 炭 に 於 て は 
上 施 白 色 度 (2 う の 習 敷 値 と 灰分 量 と は 灰 
分 60 2 に 洋 す る まで は 直線 的 の 開 係 を 
示し , 著者 の 測定 に ょ れ ば Moms BR 
LURMK BIRD SBA & PUM) D PRA 
LDPE 0-28~0-52% te Y (Fuel, 11, 
154~158, 1932.) CHA) 
2580, SAH OBATTRICRT GR 
ROARILAT SVR) ABE 
ifs FA 85 BR 


a 99 pb 


鉄 #5 27C49) 


HAE OGRICL SYS HEE 
FY LC bese fn EF BY & BL al By ioe RB De, 
PRPS TE RES ioe. Pe RSL: MP) es 
を 流 中 ( 毎 分 12cc) に て 加熱 する 時 , 温 
ZO EF ( 毎 分 6°C) CPPS HEBEL を 
WY CHATHEBRY SRO, 但 
し 揮 将 分 に ょ る 議 朗 は 同一 加熱 條 件 の 下 
に 窒素 無 流 中 に 於 て 測定 を る 結果 に ょ っ 
CHES U FER D HELIS k tid, 炭素 は 
一 般 に 150° CHE IC CBO BOM & HE 
了 UB ICTR > bE FIC PES. CRB te BHA 
焼 を 開示 LAR Cav & HSH LEI BABES 
Ee ke LAGIBE CH Rr ( SIC L 


C IL Mite te SME eT 9 その 際 の 
| > PRIS IL Eee SLIM I< HOC BEAR EF IC He 
| DCA EME LER ED IR (LHL AA IC 


BAAR ILRO Ml Lo 
W==r(Jo+kt—Ti) or id are 


VEIC W は 燃焼 に ょ る 減量 , 0 1S BU, 
(は 時 間 Ti (ze Cay IC RD & SB BREE 
及び kr (LR Yo CU4b, 35, 560~ 
566, 昭 7 4 )CRB SL J 
2581, RAND SATBICRET Sa 
BORA EBRROAKRICAT SHRID 
Kis Bei, 1 FA BE BR 

DeARRR EL O Ge Fr PE CBA LE IA HHO 
CREBSRE SLO LF, MSRRMICK 
FSLMRORRHEROMAMEUT, 
oe f4 its & ta 7} 120, 92, 48 及び 24cc. な 
S 4 MMA Ei mC BATHE FRE 
Yo 

その 結果 に ょ れ ば , 炭素 の 着火 湿度 は 
AE SAWS ARIC 開 係 な き HP EO, IC 
反し て 燃焼 速度 は 炭素 の 種類 , BATE 
(CBU Rte (BL UC BH ah ie tt 
{ili DPRK > AA E AED MABE 


CE OWE EHR V CIM, 35, 566~ 
570, 昭 7 SCL) 

2582, REM OMA TBI RIET RA 
OSE BRRUARICAT SHRI 
KES BS, 訪 田 義 民 。 

Bale Teen UL Arie 1. Bie 
IL に 就 て 灰分 抽出 に 基 因 する 着火 行 種 の 
te ELLE ERR V 。 辻 験 方 法 は 前 報 に 
於 ける と 同じ く , BRUISE BA I2ce を 
以 て せり 。 そ の 結果 に ょ よれ ば , 着火 誘導 
期 に 於 て 航 炭 の 灰分 は 之 を 生々 延長 せ し 
め 着 火 温度 を で 102C wo RERED HEGEL, 木 
炭 の 灰分 は と れ を 著しく 短 絆 し 着火 則 度 
を (100°C の 得度 ) 低下 を せり 。 即ち 木炭 


し て 且つ っ 燃焼 熱 を 審 取 し て 着火 を 困難 な 
らし むる 事 を 示せ り 。 但 し 着火 以後 に 於 
(F B RABE RE ICIS S BS (EMAL A ae % 
Te 0% 

ARES Bre HUE IRAP FP BRIS HS CML RAR 
BEE SEION IC HSC PRE & BWC RG Fo 
ZI WL AH UE C,Oy な る 中 間 成 生物 
を 考 へ 着火 に 際 し て 之 が 分 解 を 推定 せり 

Crt, 35, 570~574, 昭和 7 年 う 〔 稚 見 〕 
2583, Se MRE THRONE 
Beet A. E. 

Kjeldahl #1c k Yipee BH SWE 
F SICBEL, MAR S UgO の 代用 と LT 
Se を 用 ひん と する 試み は 最近 M. F. 
Lauro ICL UME SILKE SHV AH 
は Se OBIE UC OR ize, Baranov, 
Mott fg Ric kV Duma 法 と 同 得 度 の 精確 
JEL AF SLOLA は れ た る Kjeldahl- 


未 2850) 


* RE 


Hit 100 


Wilfarth-Gunning 法 を 中 心 と し て 種々 比 
没 研 究 せ り 。 

AOMRMic kris, 025g の Se を 用 ひ 
た る 時 に は 同 量 の HgO KY LAs A 
な れ ど る も,1g eA SRECH OCH 
wOHgO kU FRU, HLC lg © 
Se を 用 ふる も 02g の Se を 使用 そる と 
結果 は 殆 ん ど 異な ら ず し て , 最も 良好 な 
る 結果 は Se と HgO の 混合 物 1 :1D1g 
を 用 ひたる 時 に 得 ら る ゝ も の な り 。 WS 
SEER Op SE 分 解 時 間 を 著しく 短縮 する を 
得 た り 。(Fuel, 11,196199,1932. う (鶴見 〕 


ーー 


2584, California, Grass Valley に 
於 ける 地下 増 温 率 Johnston, W. D. 
Grass Valley の Empire-Star 人 金山 に 於 
て 1930 及 1931 年 に 地下 温度 の 測定 を 行 
BEV, COllo His ld BEIK Hh F 3700 KR 
SEL, 叉 9000 RICHES boring も ある 
も の な り 。 こ の 測定 の 平均 を 更 ら に C. 
E, Van Orstrand ゐ 探 用 そ る 式 に て 補正 
し , Sh A LC ROMs HB E 
is Uys 

300~1280 ft I< に て は 168-6 IR4g. 1 19F 
800 ~2400 ft に て は 175-8 R41 LOR 
300~3420 ft に て は 186-1 mzgeic 19F 
300~3700 ft に て は 189-8 HRI 19F 
(J. Wash. Acad, Sci, 22, 267~271,1932.) 
(渡邊 新 〕 

2585, 王 面 格子 スペ クタ トル (Kreuz 
gitter-spektren) Laue, M. 0. 

杉 洒 氏 の 結 品 格子 に ょ る 陽 核 線 の 平 小 


Je Uerrmann J Krummacber の 液 品 
LUD XEPEOPRRREOBMWIC KV 
その 理論 を 考 ふ る 上 に HSC 原子 格子 ょ 
) % Kreuz gitter の 必要 な る 所 以 を の ベ 
CT, 二 炊 元 格子 に 於 ける 


Reciproken 


gitter P7EREL CTO FIBOMRMLOR~ 


%U CZ. Krist, 82, 127~141, 1932.) 
Crt i 


BRR HR 

Mea “KW” の 創刊 AFA ow 
SEIC ERE すべ き AAA ALS ESE Maa 
“火山 ” (LROA ES WC RIFE Bie 
We 
横 組 4x6 — GER 88 頁 , ARBs 9°, AEM 
SGBAL 6 IEE OF SB OICLT 
met RRO MLS 

PINK SPRUE BIS BT Sc 

河 作用 の 意義 

TER BA 4 人 年 の 了 胸 岳 火山 活動 楼 

Ht HO == OPM BPS kc RET 
VEZRREE ABABA 
PIF AER AREA  ARFRIR MEE “HE 

ARB” CHET 

SOARES, 佐々 保雄 FEISS の 火山 

4a (CC CRI) 

原口 九 高 YAN Bs PEA LU EE BRA > 

研究 

佐々 保雄 ALF ESIC HS 3 Hay BL 
COPA ROSAS BAB 
WE 80 SSO 6 $5 HOTT NE Joi PRINT 10 番 
SL A ASC ES EGE (LB は 年 
1 BL 50 Sic c 2B OMA EEL, 


第 和信 乱 # Fi OR Un Be KB A 
aa tae at 
BR ih Tt mM iit 
SSRs VERE 高橋 純一 PPIPARARR 
FE HS = E fir 峰 一 Bit = ft 瀬戸 [UF 
= = ff EEX Bi 
本 @ B 問 (人 
伊木 常 誠 五 原 富松 小川 RUG 大 井上 義 近 KN HX 
Ki BB 金原 信 泰 加藤 武夫 佐川 虎次郎 佐々 木 敏 綱 
杉本 五十鈴 FS HEE 田中 僅 租 三徳 水 THE PATRAS 
野田 勢 次 郎 BROOK 保科 正昭 松本 ME RE 
松原 厚 GARE PP LD 山田 Gite 
ZBALDRMBER (FG) 
EH 潤一 sneeaeRE 河野  AKRS OA OR 
高橋 純一 高根 勝利 礁 見 志津 夫 中 野 Fe 根本 ME 
EH WE—- 和信 木 次 男 吉木 文 下 渡邊 高 次 郎 渡邊 新 天 


We A -G 4B 6 te ED hil 
Wa 7 + 4B AA — A OB 


Hn $8 RR BE TIS 

A 2E TH HCA A SE BL py 

HABA DR RES 

AURA FE 田 we =a 
a) or 者 

ay 木 ay 


ep of) 所 
WMze Th BBE T A 
HE Ab EN Mil) RK SX EF atk: 


電話 287% 860i 


策 


A @ HH GA Bi 

AN NCAR AL A RAL EA 
EAS HA BROT AL 

GREE 
瀬戸 ee 
CREME 8 825%) 

本 @ @ @ 

= ee AM CW) 


Ae VW 


i) 所 
fu Beh 分 町 
PURER A ii (BE IK 
GkaIWE 1 5 ® 


so ST PAS 
see in as 


(MEA 27 OH) 
A ti CRIS) 
生 ヶ 年 分 RR 
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